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の
意
を
表
わ
す
大
規
模
な
デ
モ
行
進
を
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
で
行
う
こ
と
を
呼
び
か
け

た
も
の
で
あ
り
、
人
種
的
な
騒
擾
が
戦
時
動
員
を
急
ぐ
首
都
で
起
き
る
こ
と
を
恐
れ

た
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
Ｄ
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
（Franklin D

. Rooservelt

）
大
統

領
は
、
大
統
領
行
政
命
令
八
八
〇
二
号
の
発
布
し
、
黒
人
側
の
要
求
に
応
じ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
の
行
政
命
令
は
政
策
的
実
質
を
伴
わ
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
戦
後
に

な
る
と
す
ぐ
に
批
判
さ
れ
る
の
だ
が
、
短
期
的
な
政
策
上
の
効
果
は
と
も
か
く
、
ア

メ
リ
カ
黒
人
史
の
文
脈
か
ら
み
る
と
、
ひ
と
つ
の
大
き
な
歴
史
的
転
換
点
を
為
す
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
八
七
七
年
、
南
部
か
ら
連
邦
軍
が
撤
退
し
て
以
後
で
は
初
め

て
、
連
邦
政
府
が
黒
人
の
要
求
に
積
極
的
に
応
じ
た
の
で
あ
る（

（
（

。

だ
が
、
人
種
的
な
秩
序
の
変
化
に
対
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
抵
抗
は

激
越
を
極
め
、
こ
れ
ま
で
の
人
種
間
対
立
に
連
邦
政
府
と
い
う
新
た
な
ア
ク
タ
ー
が

加
わ
る
こ
と
で
そ
の
複
雑
さ
も
増
し
て
い
っ
た
。
当
時
の
全
米
の
都
市
で
は
、
お
お

よ
そ
の
完
全
雇
用
を
達
成
し
た
戦
時
好
景
気
、
雇
用
増
大
に
伴
う
大
規
模
な
人
口
移

動
、
十
全
に
機
能
し
な
い
戦
時
行
政
機
関
な
ど
を
背
景
に
人
種
間
の
暴
力
的
な
衝
突

が
繰
り
返
さ
れ
、
そ
れ
は
、
一
九
四
三
年
六
月
二
〇
日
か
ら
の
三
日
間
に
わ
た
る

は
じ
め
に

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
、
ア
メ
リ
カ
）
に
と
っ
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
開
始

と
戦
時
動
員
の
本
格
化
は
、
国
内
に
お
け
る
「
人
種
」
の
問
題
を
さ
ら
に
大
き
く
激

し
い
も
の
に
し
て
い
っ
た
。
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
の
戦
争
を
「
レ
イ
シ
ズ
ム
と
の
闘

い
」
と
し
た
が
ゆ
え
に
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
遂
行
の
た
め
の
努
力
一
般
が
、
国
内
の

人
種
問
題
を
抜
き
差
し
な
ら
ぬ
も
の
に
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
政
治
環
境
の
変
化
に
伴
っ
て
、
同
時
期
の
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人

た
ち
の
抗
議
行
動
は
、「
民
主
主
義
の
兵
器
廠
」
を
自
任
す
る
ア
メ
リ
カ
に
そ
の
理

念
の
実
現
を
迫
る
戦
略
を
採
り
始
め
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
に
激
化
し
て
い
っ
た（

（
（

。
そ

の
よ
う
な
運
動
の
代
表
例
で
あ
り
、
そ
の
後
の
公
民
権
運
動
に
も
大
き
な
影
響
与
え

る
も
の
が
、
一
九
四
一
年
の
「
ワ
シ
ン
ト
ン
大
行
進
運
動
」
で
あ
る
。
こ
の
運
動
は
、

労
働
運
動
家
で
社
会
主
義
者
の
Ａ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ラ
ン
ド
ル
フ
（A

. Philip 
Randolph

）
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
、
軍
需
関
連
産
業
に
お
け
る
人
種
差
別
に
抗
議

第
二
次
世
界
大
戦
時
の
デ
ト
ロ
イ
ト
と
公
民
権
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
の
興
隆

藤
永
康
政



116

証
を
立
て
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
を
は
じ
め
と
す
る
新
派
の
労
働
組
合
は
、「
公
民
権
問
題
」
へ

の
関
与
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
通
じ
て
黒
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
態
度
変
化
を
促
し
て

い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
新
し
い
労
働
運
動
を
下
支
え
す
る
思
潮
の
こ
と
を
、
労
働
史

研
究
者
の
ネ
ル
ソ
ン
・
リ
ク
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
ロ
バ
ー
ト
・
コ
ー
ス
タ
ッ
ド
は
、

「
公
民
権
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
（Civil Rights U

nionism

）」
と
呼
ぶ（

（
（

。

本
稿
の
目
的
は
、
こ
の
「
公
民
権
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
」
誕
生
の
プ
ロ
セ
ス
の
詳
細
を
、

Ｕ
Ａ
Ｗ
と
デ
ト
ロ
イ
ト
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
動
向
を
焦
点
と
し
て
検
討

す
る
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
は
、
今
後
執
筆
を
予
定
し
て
い
る
別
稿
と
併
せ
、

「
長
い
公
民
権
運
動
論
」
の
再
検
討
を
目
的
と
す
る
筆
者
の
よ
り
大
き
な
研
究
の
一

部
を
な
す
。
ま
ず
は
以
下
、「
公
民
権
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
」
と
「
長
い
公
民
権
運
動
論
」

に
つ
い
て
の
議
論
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

ア
メ
リ
カ
労
働
総
同
盟
（A

m
erican Federation of Labor

）
に
代
表
さ
れ
る

ア
メ
リ
カ
の
労
働
運
動
は
、
雇
用
の
安
定
と
賃
金
の
上
昇
を
組
合
活
動
の
主
た
る
目

的
と
し
、
政
治
と
の
関
与
を
遠
ざ
け
る
任
意
主
義
（voluntarism

）
が
特
徴
で
あ
っ

た
。
対
す
る
Ｃ
Ｉ
Ｏ
は
、
積
極
的
な
政
治
行
動
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
さ
れ
る（

（
（

。
そ
の

よ
う
な
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
活
動
に
つ
い
て
、
リ
ク
テ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
と
コ
ー
ス
タ
ッ
ド
の
論

文
「
機
会
の
去
来
─
─
労
働
運
動
、
急
進
主
義
と
初
期
の
公
民
権
運
動
」
は
、
デ
ト

ロ
イ
ト
の
自
動
車
産
業
と
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
セ
イ
ラ
ム
の
タ

バ
コ
産
業
を
検
討
し
、
こ
れ
ら
双
方
の
労
働
運
動
が
、
狭
義
の
労
働
問
題
を
超
え
た

ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
取
り
組
む
な
か
で
、
ロ
ー
カ
ル
な
人
種
関
係
を
含
め
た
、
よ
り
大
き

な
政
治
社
会
的
な
権
力
の
再
編
の
機
会
を
つ
か
ん
で
い
く
模
様
を
明
ら
か
に
し
た
。

労
働
争
議
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
大
き
く
巻
き
込
ん
で
展
開
さ
れ
る
な
か
、
そ
れ

ま
で
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
と
ア
フ
リ
カ
系
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
問

題
と
捉
え
て
い
た
公
民
権
問
題
と
労
働
問
題
の
境
界
が
消
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ

「
デ
ト
ロ
イ
ト
暴
動
」
で
ひ
と
つ
の
「
頂
点
」
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

同
時
期
最
大
の
暴
動
が
、
デ
ト
ロ
イ
ト
と
い
う
場
で
起
き
た
こ
と
に
は
、
き
わ
め

て
大
き
な
意
味
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
政
治
社
会
運
動
の
代
表
的
事
例
が
、
一
九
五

〇
年
代
半
ば
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て
が
公
民
権
運
動
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

一
九
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
の
そ
れ
は
労
働
運
動
で
あ
る
。
わ
け
て
も

こ
の
時
代
の
デ
ト
ロ
イ
ト
で
は
、
新
興
の
労
働
組
合
の
連
合
組
織
、
産
業
別
組
織
会

議
（Congress of Industrial O

rganization

）
の
中
核
団
体
で
あ
る
統
一
自
動

車
労
働
組
合
（U

nited A
utom

obile W
orkers

）
が
活
発
な
組
織
化
運
動
を
展
開

し
て
い
た
。
そ
し
て
、
自
動
車
産
業
で
は
、
人
種
間
対
立
を
い
か
に
抑
え
込
む
か
が

労
働
者
組
織
化
の
成
否
に
と
っ
て
死
活
的
な
重
要
性
を
も
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

デ
ト
ロ
イ
ト
と
は
、
日
増
し
に
自
己
主
張
を
強
め
る
ア
フ
リ
カ
系
の
運
動
と
、

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
時
代
の
政
治
社
会
運
動
の
中
心
に
位
置
す
る
労
働
運
動
が
交
錯
す

る
場
で
あ
っ
た
の
だ
。

Ｕ
Ａ
Ｗ
の
特
徴
は
、
そ
の
人
種
的
平
等
主
義
（racial egalitarianism

）
に
あ

る
と
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
大
規
模
労
働
組
合
の
な
か
で
最
も
「
開
明
的
」
な
組
合
の

ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
一
方
、
黒
人
労
働
者
に
は
、
労
働
組
合
に
よ
る
排
除
と
排
斥
の

経
験
と
記
憶
が
あ
り
、
新
興
の
労
働
運
動
が
平
等
主
義
を
い
く
ら
標
榜
し
よ
う
と

も
、
そ
れ
を
額
面
通
り
に
信
じ
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た（

（
（

。
わ
け
て
も
自
動
車
王

ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド
（H
enry Ford

）
は
、
例
外
的
に
黒
人
労
働
者
の
雇
用
に

積
極
的
で
あ
り
、
そ
の
「
恩
恵
」
を
受
け
た
黒
人
の
地
域
エ
リ
ー
ト
層
の
な
か
で
の

反
労
働
運
動
・
親
経
営
の
姿
勢
は
著
し
く
強
か
っ
た
。
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
に
よ

る
労
資
関
係
の
再
編
を
経
て
、
す
で
に
労
働
組
合
が
大
き
な
存
在
感
を
示
し
て
い
た

一
九
四
〇
年
代
初
頭
に
あ
っ
て
も
、
就
労
が
不
安
定
な
黒
人
労
働
大
衆
に
と
っ
て
、

労
働
組
合
と
産
業
界
の
ど
ち
ら
に
つ
く
の
が
得
策
で
あ
る
の
か
、
こ
れ
は
未
決
の
問

題
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
労
働
運
動
と
は
違
う
と
い
う
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動
と
黒
人
の
運
動
と
の
あ
い
だ
で
徐
々
に
連
合
が
形
成
さ
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
マ
イ
ア
ー
ら
に
よ
る
と
、「
決
定
的
な
局
面
に
お
い
て
、
組
合

指
導
層
は
黒
人
労
働
者
の
た
め
に
断
乎
と
し
た
姿
勢
を
示
し
、
モ
ー
タ
ー
・
シ
テ
ィ

を
度
重
な
り
襲
う
人
種
危
機
の
な
か
に
あ
っ
て
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
と
っ
て
の
最
も
暖
か
く
信
頼
の
お
け
る
盟
友
と
な
っ
て
」
い
っ
た
の
で
あ

る（
（
（

。こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
研
究
と
近
年
の
「
長
い
公
民
権
運
動

論
」
と
の
相
違
は
、
一
九
五
〇
年
代
以
前
の
研
究
を
如
何
に
位
置
づ
け
る
か
に
あ
り
、

後
者
の
特
徴
的
な
議
論
は
、
先
行
す
る
運
動
を
単
な
る
公
民
権
運
動
の
「
前
史
」
と

位
置
づ
け
る
こ
と
を
完
全
に
否
定

0

0

0

0

0

し
、
ひ
と
つ
の
大
き
な
「
公
民
権
運
動
」
に
包
摂

す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
点
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
三
〇
年
代
の
労
働

運
動
の
基
調
の
ひ
と
つ
が
「
公
民
権
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
と
は
、

三
〇
年
代
の
労
働
運
動
と
五
〇
年
代
の
公
民
権
運
動
を
架
橋
す
る
思
潮
が
は
っ
き
り

と
示
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

本
稿
は
、
基
本
的
に
は
こ
の
「
長
い
公
民
権
運
動
論
」
を
下
敷
き
と
し
て
い
る
。

デ
ト
ロ
イ
ト
に
お
け
る
黒
人
運
動
＝
労
働
運
動
の
共
闘
態
勢
の
成
立
は
、
明
ら
か
に

そ
の
後
の
公
民
権
運
動
の
「
組
織
的
原
資
」
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。

だ
が
、
運
動
の
「
源
流
」
を
探
し
て
の
安
易
な
時
間
の
遡
行
は
、
非
歴
史
的
な
考
察

を
呼
び
込
む
こ
と
に
も
な
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
改
め
て
問
わ
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
は
、
こ
の
時
期
の
「
公
民
権
運
動
」
は
実
際
に
ど
れ
ほ
ど
の
影
響
力
を
も
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
時
代
の
制
約
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。な

お
、「
長
い
公
民
権
運
動
論
」
に
つ
い
て
、
わ
が
国
の
研
究
に
お
け
る
本
格
的

な
研
究
は
少
な
く
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
の
研
究
に
つ
い

て
は
、
い
ま
だ
こ
の
議
論
の
正
確
な
紹
介
と
導
入
が
望
ま
れ
る
段
階
に
あ
る（

（
（

。
そ
こ

る
。こ

の
よ
う
な
主
に
は
労
働
運
動
史
側
か
ら
の
議
論
を
踏
ま
え
て
現
れ
て
き
た
の

が
、「
長
い
公
民
権
運
動
論
」
で
あ
る
。
一
般
的
理
解
に
お
い
て
も
、
ま
た
従
来
の
歴

史
研
究
に
お
い
て
も
、
公
民
権
運
動
は
、
公
立
学
校
に
お
け
る
人
種
隔
離
を
違
憲
と

し
た
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
（
一
九
五
四
年
）
と
、
そ
の
翌
年
に
起
き
、
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
ー

サ
ー
・
キ
ン
グ
の
指
導
者
と
し
て
の
登
場
を
見
た
「
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
・
バ
ス
・
ボ

イ
コ
ッ
ト
運
動
」
を
契
機
と
し
て
始
ま
り
、
一
九
六
八
年
の
キ
ン
グ
暗
殺
と
保
守
的

な
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ニ
ク
ソ
ン
の
当
選
に
よ
っ
て
終
わ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

一
九
六
四
年
公
民
権
法
と
一
九
六
五
年
投
票
権
法
は
、
こ
の
運
動
の
最
大
の
「
遺
産
」

で
あ
り
、
今
日
の
平
等
主
義
的
で
多
文
化
主
義
的
な
ア
メ
リ
カ
の
礎
と
な
っ
た
と
見

な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
長
い
公
民
権
運
動
論
」
は
、
キ
ン
グ
を
中
心
と

す
る
あ
る
種
の
「
英
雄
史
観
」
を
遠
ざ
け
、
公
民
権
運
動
の
起
点
を
一
九
三
〇
年
代

の
人
民
戦
線
期
か
ら
戦
時
期
に
求
め
、
そ
の
後
も
運
動
は
昇
沈
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

今
日
の
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
運
動
に
ま
で
続
い
て
い
る
と
考
え
る（

（
（

。

こ
こ
で
、
史
学
史
上
、
次
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

公
民
権
運
動
の
開
始
期
を
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
や
戦
時
中
に
求
め
る
の
は
、
筆
者

の
見
立
て
で
は
、
何
も
と
り
た
て
て
新
し
い
動
向
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
リ

チ
ャ
ー
ド
・
ダ
ル
フ
ィ
ウ
メ
は
、
一
九
六
八
年
と
い
う
き
わ
め
て
早
い
時
点
に
お
い

て
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
動
員
が
始
ま
る
時
期
の
ア
メ
リ
カ
で
、
黒
人
に
よ
る
政
治

的
戦
闘
性
の
亢
進
、
黒
人
の
雇
用
促
進
に
対
す
る
白
人
の
反
撥
、
か
く
し
て
激
化
す

る
人
種
間
対
立
と
連
邦
政
府
の
対
応
の
不
十
分
さ
、
こ
れ
ら
一
連
の
動
き
に
対
す
る

白
人
リ
ベ
ラ
ル
ズ
の
危
機
感
の
高
ま
り
が
、「
公
民
権
連
合
」
の
構
築
を
促
し
た
と

い
う
議
論
を
展
開
し
て
い
た
。
ま
た
、
オ
ー
ガ
ス
ト
・
マ
イ
ア
ー
と
エ
リ
オ
ッ
ト
・

ラ
ド
ウ
ィ
ッ
ク
の
古
典
的
研
究
『
ブ
ラ
ッ
ク
・
デ
ト
ロ
イ
ト
と
Ｕ
Ａ
Ｗ
の
興
隆
』
も
、

第
二
次
世
界
大
戦
期
の
住
宅
、
職
、
警
ポ
リ
ス
・
ブ
ル
ー
タ
リ
テ
ィ

官
暴
力
へ
の
対
応
の
な
か
か
ら
、
労
働
運
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重
労
働
を
強
い
ら
れ
る
鋳
造
部
門
（foundry

）
に
配
属
さ
れ
、
そ
の
人
種
的
集
中

の
度
合
い
の
高
さ
か
ら
、
こ
の
部
門
に
は
「
黒
人
部
（black departm

ent

）」
と

い
う
異
名
が
与
え
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
他
部
門
で
黒
人
が
雇
用
さ
れ
る

こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
荷
車
運
転
手
、
清
掃
用
務
員
と
い
っ
た
低
賃
金
の
非

熟
練
労
働
か
、
サ
ン
ダ
ー
工
や
塗
装
工
な
ど
、
鋳
造
所
と
同
じ
く
労
働
環
境
が
厳
し

い
職
種
に
限
ら
れ
て
い
た
。
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
始
ま
る
軍
需
に
よ
る
雇
用
総
数

の
拡
大
も
、
こ
の
よ
う
な
職
場
の
「
人
種
隔
離
」
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
さ
な

か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
四
〇
年
、
業
界
最
大
手
の
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ス

社
（General M

otors

、
以
下
Ｇ
Ｍ
）
で
は
、
生
産
の
拠
点
が
集
中
す
る
ミ
シ
ガ
ン

州
と
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
で
約
一
〇
万
人
を
雇
用
し
て
い
た
の
だ
が
、
黒
人
労
働
者
約

二
五
〇
〇
名
の
う
ち
の
五
分
の
四
が
、
ミ
シ
ガ
ン
州
フ
リ
ン
ト
、
サ
ギ
ノ
ー
、
ポ
ン

テ
ィ
ア
ッ
ク
に
あ
る
生
産
工
場
内
の
鋳
造
部
門
に
集
中
し
、
賃
金
の
高
い
組
み
立
て

ラ
イ
ン
の
労
働
か
ら
は
ほ
ぼ
完
全
に
排
除
さ
れ
て
い
る
状
態
に
あ
っ
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

こ
れ
が
自
動
車
産
業
全
般
の
状
況
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
フ
ォ
ー
ド
自
動
車
会
社

（Ford M
otor Com

pany

、
以
下
、
創
業
社
主
の
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド
個
人
と

区
別
す
る
た
め
、
フ
ォ
ー
ド
社
と
す
る
）
の
場
合
、
か
な
り
事
情
が
異
な
っ
て
い
た
。

一
九
三
〇
年
代
後
半
、
フ
ォ
ー
ド
社
の
生
産
工
場
で
働
く
黒
人
労
働
者
の
数
は
一
万

一
千
人
を
数
え
、
自
動
車
産
業
の
上
位
一
〇
位
の
事
業
者
の
う
ち
の
フ
ォ
ー
ド
社
を

除
い
た
黒
人
労
働
者
の
総
和
よ
り
も
多
く
、
突
出
し
た
雇
用
数
に
達
し
て
い
た
の
で

あ
る（

（1
（

。
こ
の
フ
ォ
ー
ド
社
に
お
け
る
黒
人
の
雇
用
は
、
黒
人
牧
師
の
代
表
団
が
失
業

問
題
へ
の
対
処
を
フ
ォ
ー
ド
に
懇
請
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
そ
れ
以
後
、
第
二
バ
プ

テ
ス
ト
教
会
の
ロ
バ
ー
ト
・
Ｌ
・
ブ
ラ
ッ
ド
ビ
ー
（Robert L. Bradby

）
牧
師
や
、

聖
マ
シ
ュ
ー
監
督
派
教
会
の
エ
ヴ
ェ
ラ
ー
ド
・
Ｗ
・
ダ
ニ
エ
ル
（E

verard 
D

aniel

）
神
父
な
ど
を
代
表
に
、
黒
人
教
会
の
聖
職
者
個
人
が
窓
口
と
な
っ
て
人
材

を
フ
ォ
ー
ド
の
人
事
部
に
推
薦
す
る
と
い
う
仕
組
み
を
通
し
て
促
進
さ
れ
て
い
っ

で
、
本
稿
は
、
限
ら
れ
た
紙
幅
の
都
合
上
、
デ
ト
ロ
イ
ト
に
お
い
て
労
働
運
動
と
公

民
権
運
動
が
関
わ
り
を
強
め
て
い
く
局
面
に
検
討
の
対
象
を
絞
り
、
そ
の
後
の
展
開

に
つ
い
て
は
、
今
後
執
筆
予
定
の
別
稿
に
譲
る
こ
と
に
す
る
。
よ
っ
て
、
本
稿
の
よ

り
限
定
的
な
目
的
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
デ
ト
ロ
イ
ト
に
お
い
て
、
黒
人
の
主

体
的
な
動
き
が
い
か
な
る
政
治
社
会
的
反
響
を
引
き
起
こ
し
、
そ
の
反
響
が
誕
生
せ

ん
と
す
る
公
民
権
連
合
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
、
い
か
な
る
変
化
を
促
し
た
の

か
、
翻
っ
て
そ
れ
が
い
か
な
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
化
を
促
し
た
の
か
に
主
た

る
関
心
を
払
い
な
が
ら
、
公
民
権
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
が
興
隆
す
る
過
程
の
歴
史
的
実
態

に
つ
い
て
詳
細
な
考
察
を
行
う
こ
と
に
あ
る（

（
（

。

一
．
自
動
車
産
業
と
黒
人
労
働

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
自
動
車
産
業
は
、
製
造
業
の
他
業
種
と
較
べ
る
と
、
黒

人
労
働
者
の
比
率
が
高
か
っ
た
。
黒
人
の
運
動
と
労
働
者
の
運
動
が
重
な
り
合
う
デ

ト
ロ
イ
ト
と
い
う
場
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
自
動
車
産
業
に
特
殊
な
状
況
を

理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
、
こ
の
産
業
が
急
成
長
し
始
め
た

頃
か
ら
の
黒
人
労
働
に
つ
い
て
の
概
略
を
見
て
お
こ
う
。

一
九
一
〇
年
の
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
、
自
動
車
産
業
の
労
働
者
総
数
は
、
ア
メ
リ

カ
全
体
で
も
一
〇
万
五
七
五
八
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
二
〇
年

の
あ
い
だ
に
、
Ｔ
型
フ
ォ
ー
ド
の
量
産
開
始
や
道
路
網
整
備
な
ど
に
後
押
し
さ
れ
、

そ
の
数
は
六
四
万
四
七
四
人
に
ま
で
急
増
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
成
長
の
時
期

は
、
南
部
か
ら
北
部
・
中
西
部
の
産
業
都
市
へ
黒
人
人
口
の
「
大
移
動
」
の
時
期
と

も
重
な
り
、
一
九
一
〇
年
に
わ
ず
か
五
八
九
名
に
す
ぎ
な
か
っ
た
自
動
車
産
業
の
黒

人
労
働
者
の
数
は
、
一
九
三
〇
年
に
は
二
万
五
八
九
五
人
に
達
す
る
こ
と
に
な
る（

（1
（

。

だ
が
、
黒
人
労
働
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
高
炉
近
く
の
高
温
で
危
険
な
環
境
下
で
の
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ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
フ
ォ
ー
ド
の
目
と
耳
と
な
っ
て
監
視
任
務
に
当
た
っ
て
い
た

元
警
察
官
の
ド
ナ
ル
ド
・
Ｊ
・
マ
ー
シ
ャ
ル
（D

onald M
arshall

）
は
、「
高
給
取

り
の
奴
隷
主
ス
パ
イ
」
と
渾
名
さ
れ
、
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
か
ら
恐
れ
ら
れ
た
存
在
だ
っ

た（
（1
（

。

二
．
フ
ォ
ー
ド
組
織
化
と
ブ
ラ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
容

こ
の
よ
う
に
、
フ
ォ
ー
ド
自
動
車
に
お
け
る
黒
人
の
雇
用
の
実
態
は
、
フ
ォ
ー
ド

特
有
の
権
威
主
義
的
パ
タ
ナ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
三
〇
年
代
後
半
、
組
織
化
攻
勢
を
強
め
る
Ｕ
Ａ
Ｗ
は
、
こ
の
関
係
を
南
部
の
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
喩
え
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
あ
な
が
ち
的
を
外
し
た
も
の
で
は
な

い
。初

期
の
Ｕ
Ａ
Ｗ
の
組
織
化
攻
勢
の
厚
い
壁
と
な
っ
た
の
が
、
こ
の
「
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
的
工
場
経
営
」
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
九
三
六
年
末
に
始
ま
る
ミ
シ
ガ
ン

州
フ
リ
ン
ト
の
Ｇ
Ｍ
工
場
で
の
シ
ッ
ト
・
ダ
ウ
ン
ス
ト
以
後
、
Ｇ
Ｍ
や
ク
ラ
イ
ス

ラ
ー
（Chrysler

）
な
ど
、
強
硬
な
反
労
働
組
合
主
義
で
鳴
ら
し
て
し
た
大
手
が

次
々
に
組
合
を
公
認
す
る
な
か
に
あ
っ
て
も
、
フ
ォ
ー
ド
社
だ
け
は
そ
れ
を
頑
と
し

て
拒
み
続
け
ら
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

Ｕ
Ａ
Ｗ
は
、
こ
の
オ
ー
プ
ン
・
シ
ョ
ッ
プ
制
最
後
の
砦
に
対
し
、
一
九
三
九
年
か

ら
組
織
化
に
向
け
て
の
活
動
を
本
格
化
さ
せ
て
い
き
、
そ
れ
は
、
一
九
四
一
年
四
月

の
大
規
模
ス
ト
ラ
イ
キ
で
ひ
と
つ
の
大
団
円
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、

ス
ト
成
否
の
鍵
を
握
っ
た
の
は
黒
人
労
働
者
で
あ
る
。

こ
の
当
時
、
黒
人
の
団
体
の
な
か
で
最
大
の
組
織
は
、
全
国
黒
人
向
上
協
会

（N
ational A

ssociation for the A
dvancem

ent of the Colored People

）
で

あ
っ
た
。
こ
の
団
体
は
、
従
来
、
社
会
的
に
保
守
的
な
教
養
エ
リ
ー
ト
層
に
よ
っ
て

た
。
フ
ォ
ー
ド
も
教
会
へ
の
金
銭
的
な
支
援
を
活
発
に
行
い
、
両
者
の
あ
い
だ
に
は

き
わ
め
て
強
い
結
び
つ
き
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
労
働
者
リ
ク
ル
ー
ト
に
お
け
る

ク
ラ
イ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
慣
行
は
、
鉄
鋼
や
ゴ
ム
の
原
材
料
加
工
か
ら
組
立
・
出
荷

ま
で
の
総
行
程
を
垂
直
統
合
さ
せ
た
、
自
動
車
産
業
最
新
鋭
の
工
場
、
デ
ト
ロ
イ
ト

市
郊
外
の
リ
ヴ
ァ
ー
・
ル
ー
ジ
ュ
工
場
（
以
下
、
ル
ー
ジ
ュ
工
場
）
に
も
引
き
継
が

れ
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
四
〇
年
、
世
界
最
大
級
の
産
業
施
設
と
な
っ
た
同

工
場
の
総
労
働
者
約
八
万
人
の
な
か
に
、
フ
ォ
ー
ド
社
で
雇
用
さ
れ
る
黒
人
労
働
者

の
九
九
％
も
が
集
中
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

だ
が
、
比
較
的
多
く
の
黒
人
労
働
者
が
雇
用
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
配
置
・
配

属
の
面
で
は
依
然
と
し
て
人
種
的
な
格
差
が
残
っ
て
い
た
。
一
九
三
八
年
、
ル
ー

ジ
ュ
工
場
の
黒
人
労
働
者
の
配
属
は
、
非
熟
練
の
鋳
造
部
門
全
体
の
三
八
％
、
同
じ

く
圧
延
溶
鉱
炉
部
門
で
は
一
四
％
に
達
す
る
一
方
、
熟
練
職
で
あ
る
機
械
工
部
門
で

は
わ
ず
か
一
％
で
あ
っ
た
。
同
時
代
の
研
究
も
断
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
フ
ォ
ー
ド

社
に
お
い
て
も
、
黒
人
雇
用
の
内
実
は
、
自
動
車
産
業
全
般
と
の
制
度
上
の
質
的
相

違
を
示
す
も
の
は
な
く
、「
程
度
の
差
」
に
留
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

こ
の
よ
う
な
フ
ォ
ー
ド
の
黒
人
雇
用
促
進
は
、
平
等
主
義
的
な
人
種
観
に
基
づ
く

慈
善
行
為
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
労
働
運
動
対
策
と
い
う
側
面
が
強
か
っ
た
。

フ
ォ
ー
ド
と
黒
人
牧
師
ら
地
域
エ
リ
ー
ト
と
が
対
等
な
立
場
で
あ
る
こ
と
な
ど
も
と

よ
り
あ
り
得
ず
、
ア
フ
リ
カ
系
の
労
働
者
や
エ
リ
ー
ト
は
、
フ
ォ
ー
ド
へ
「
恭
順
」

を
示
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
パ
タ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
関
係

は
、
単
な
る
個
人
的
な
も
の
に
留
ま
ら
ず
、
経
営
方
針
と
し
て
き
わ
め
て
体
系
的
に

維
持
・
促
進
さ
れ
て
い
た
。
有
名
な
サ
ー
ビ
ス
部
（service departm

ent

）
は
、

黒
人
・
白
人
を
問
わ
ず
、
労
働
者
個
々
人
の
日
常
生
活
に
ま
で
立
ち
入
っ
て
規
律
を

強
制
し
、
組
織
化
運
動
の
兆
し
が
少
し
で
も
察
知
さ
れ
る
と
、
自
警
主
義
的
暴
力
を

含
む
強
権
的
な
態
度
で
そ
れ
を
抑
え
込
ん
で
い
た
の
で
あ
る（

（1
（

。
わ
け
て
も
ブ
ラ
ッ
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の
場
と
な
っ
て
い
く
。

こ
の
年
次
大
会
に
は
、
Ｎ
Ｎ
Ｃ
の
執
行
委
員
長
ジ
ョ
ン
・
Ｐ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス

（John P. D
avis

）
や
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
の
会
長
ホ
ー
マ
ー
・
マ
ー
テ
ィ
ン
（H

om
er 

M
artin

）
が
参
加
し
、
基
調
演
説
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
ブ
ラ
ッ

ド
ビ
ー
や
ダ
ニ
エ
ル
は
猛
烈
に
反
撥
し
、
大
会
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
す
ら
展
開
す
る

ほ
ど
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ
本
部
が
準
備
し
た
労
働
問
題
に
関
す
る
決

議
の
採
択
は
難
航
を
極
め
、
喧
々
囂
々
の
議
論
の
結
果
、
本
部
提
案
の
Ｃ
Ｉ
Ｏ
支
持

決
議
案
が
棚
上
げ
さ
れ
る
一
方
、
労
働
組
合
の
人
種
差
別
を
糾
弾
す
る
決
議
が
な
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る（

（2
（

。

こ
れ
を
現
場
で
目
撃
し
て
い
た
の
が
、
若
き
ロ
イ
・
ウ
ィ
ル
キ
ン
ス
（R

oy 
W

ilkins

）
で
あ
っ
た
。
五
〇
年
代
以
後
の
公
民
権
運
動
最
盛
期
に
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ
全

国
執
行
委
員
長
と
し
て
活
躍
す
る
ウ
ィ
ル
キ
ン
ス
は
、
当
時
、
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ
機
関
誌

『
ク
ラ
イ
シ
ス
』
の
編
集
長
の
任
に
あ
り
、
次
の
よ
う
な
論
説
を
著
し
て
い
る
。

　

ひ
ど
く
錯
乱
し
た
デ
ト
ロ
イ
ト
の
聖
職
者
二
人
は
、
デ
ト
ロ
イ
ト
の
ニ
グ
ロ
に

対
し
て
フ
ォ
ー
ド
氏
が
示
し
て
く
れ
た
慈
愛
ゆ
え
に
、
自
分
た
ち
の
大
切
な
全
国

組
織
を
攻
撃
す
る
思
し
召
し
を
受
け
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
な
ら
ば
、
わ
れ
わ

れ
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
エ
ッ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
州
チ
ェ

ス
タ
ー
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
ア
ト
ラ
ン
タ
、
ミ
ズ
ー
リ
州
カ
ン
ザ
ス
シ
テ
ィ
、
ミ
ネ

ソ
タ
州
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
へ
彼
ら
を
招
待
し
、
そ
こ
で
同
じ
よ
う
な
説
教
を
行
え
る

か
ど
う
か
と
問
い
質
し
た
い
。
彼
ら
は
、
時
価
総
額
八
億
ド
ル
の
フ
ォ
ー
ド
自
動

車
会
社
が
く
れ
た
衣
服
を
着
て
い
な
が
ら
、
聖
な
る
言
葉
を
語
っ
て
い
る
と
思
っ

て
い
る
の
だ
。
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
死
ぬ
ま
で
ず
っ
と
わ
ず
か
な
収
入
の
た
め
に

あ
く
せ
く
働
か
ね
ば
な
ら
な
い
定
め
に
あ
る
貧
し
い
人
び
と
が
必
要
と
す
る
も
の

の
た
め
に
奉
仕
す
る
と
言
い
な
が
ら
、
気
が
狂
っ
た
よ
う
に
億
万
長
者
の
産
業
家

中
核
を
占
め
ら
れ
て
お
り
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
な
ど
の
労
働
組
合
が
黒
人
労
働
者
の
入
会
や
組

織
化
に
消
極
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
労
働
運
動
一
般
に
敵
対
的
な
態
度
を
と
っ
て
い

た
。
だ
が
、
大
恐
慌
の
到
来
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
経
済
の
混
乱
は
、
こ
の
よ
う
な
エ

リ
ー
ト
主
導
の
運
動
の
在
り
方
を
問
い
質
し
、
黒
人
指
導
層
の
な
か
で
も
労
働
運
動

に
親
し
い
人
び
と
が
勢
い
づ
い
て
い
た
。
そ
の
全
国
レ
ベ
ル
で
の
代
表
が
、
強
硬
な

反
労
働
運
動
的
姿
勢
で
知
ら
れ
る
寝
台
車
事
業
の
独
占
事
業
体
プ
ル
マ
ン
社
に
対
す

る
組
織
化
運
動
を
成
功
に
導
い
た
ラ
ン
ド
ル
フ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
九
三
九
年
二

月
に
は
、
こ
の
ラ
ン
ド
ル
フ
を
初
代
会
長
に
、
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
や
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

派
知
識
人
、
社
会
党
、
共
産
党
の
活
動
家
ら
を
糾
合
し
て
全
国
ニ
グ
ロ
会
議

（N
ational N

egro Congress

）
が
結
成
さ
れ
、
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
代
わ
る
運
動
の
極

が
政
治
思
想
の
左
翼
に
形
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
Ｎ
Ｎ
Ｃ
は
親
労
働
運
動
姿
勢

を
も
ち
ろ
ん
強
く
打
ち
出
し
、
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
積
極
的
な
支
援
に
乗
り
出
し
て
い
く（

（1
（

。

こ
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
「
人
民
戦
線
の
時
代
」
に
お
け
る
大
き
な
政
治
変
動
の
う

ね
り
は
、
翻
っ
て
、
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ
や
、
親
ビ
ジ
ネ
ス
的
な
姿
勢
が
さ
ら
に
強
か
っ
た

黒
人
組
織
、
全
国
ア
ー
バ
ン
・
リ
ー
グ
（N

ational U
rban League

）
な
ど
、
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
の
公
民
権
団
体
の
変
化
を
促
し
て
い
た
。
一
九
三
六
年
夏
、
Ｎ
Ａ

Ａ
Ｃ
Ｐ
全
国
大
会
は
、「
ア
メ
リ
カ
の
労
働
運
動
に
お
い
て
、
人
種
や
肌
の
色
に
拠

ら
ず
産
業
別
に
労
働
者
を
組
織
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
運
動
へ
の
支
持
と
活
発
な
参

加
を
強
く
奨
め
る
」
と
決
議
し
、
従
来
の
反
労
働
運
動
の
路
線
か
ら
離
脱
し
て
、
Ｃ

Ｉ
Ｏ
支
持
を
明
確
に
示
し
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

こ
れ
が
全
国
的
な
流
れ
だ
と
し
て
も
、
し
か
し
、
デ
ト
ロ
イ
ト
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
事
情
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
先
述
の
ブ
ラ
ッ
ド
ビ
ー
と
ダ
ニ
エ

ル
は
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ
支
部
の
活
動
に
理
事
と
し
て
深
く
関
与
し
、
経
済
不
況
が
深
ま
っ

て
も
、
支
部
を
親
経
営
の
側
へ
と
牽
引
し
続
け
て
い
た（

（1
（

。
か
く
し
て
、
一
九
三
七
年
、

デ
ト
ロ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ
全
国
大
会
は
、
新
旧
黒
人
指
導
層
の
対
決
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白
人
労
働
者
と
の
緊
張
を
爆
発
的
に
高
め
た
。
旧
エ
リ
ー
ト
層
が
ス
ト
の
「
強
行
突

破
」
を
厭
わ
な
い
フ
ォ
ー
ド
の
経
営
陣
に
何
ら
影
響
力
を
行
使
で
き
な
い
一
方
、
ホ

ワ
イ
ト
や
ヒ
ル
ら
は
、
黒
人
労
働
者
の
説
得
の
た
め
に
デ
ト
ロ
イ
ト
入
り
し
た
Ｎ
Ａ

Ａ
Ｃ
Ｐ
全
国
執
行
委
員
長
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ホ
ワ
イ
ト
（W

alter W
hite

）
ら
と
と

も
に
、
ル
ー
ジ
ュ
工
場
の
正
門
前
で
Ｕ
Ａ
Ｗ
の
ピ
ケ
に
参
加
し
て
黒
人
労
働
者
の
説

得
に
努
め
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
の
ス
ト
勝
利
に
重
大
な
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
の
結
果
、
ル
ー

ジ
ュ
工
場
の
労
働
者
は
、
団
体
交
渉
権
を
得
た
Ｕ
Ａ
Ｗ
の
も
と
、
ロ
ー
カ
ル
六
〇
〇

と
し
て
組
織
さ
れ
、
同
支
部
は
、
黒
人
労
働
者
の
高
い
比
率
を
反
映
し
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
内

で
最
多
の
黒
人
組
合
員
数
を
抱
え
る
支
部
と
な
る（

（2
（

。

な
お
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
は
、
フ
ォ
ー
ド
社
組
織
化
運
動
の
初
期
の
段
階
か
ら
、
黒
人
労
働

者
へ
の
訴
え
か
け
を
重
視
し
、
ホ
レ
ス
・
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
（H

orace Sheffi
eld

）

や
シ
ェ
ル
ド
ン
・
タ
ペ
ス
（Sheldon T

appes

）
な
ど
、
少
数
の
ア
フ
リ
カ
系
労

働
者
を
専
従
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
に
任
じ
て
い
た
。
フ
ォ
ー
ド
・
ス
ト
の
勝
利
に

よ
っ
て
、
労
働
者
総
数
八
万
人
を
管
轄
下
に
お
い
た
ロ
ー
カ
ル
六
〇
〇
は
、
一
気
に

Ｕ
Ａ
Ｗ
内
最
大
の
支
部
と
な
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
最
多
の
黒
人
労
働
者
が

集
う
支
部
で
も
あ
っ
た
の
だ
。
ロ
ー
カ
ル
六
〇
〇
は
、
い
わ
ば
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
に
お
け
る

「
ブ
ラ
ッ
ク
・
パ
ワ
ー
」
の
集
結
点
と
な
っ
た
の
で
あ
る（

（2
（

。

シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
や
タ
ペ
ス
は
、
か
ね
て
よ
り
公
民
権
運
動
組
織
で
も
活
発
な
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
フ
ォ
ー
ド
の
「
陥
落
」
と
Ｕ
Ａ
Ｗ
の
成
長
は
、
旧
黒
人
指
導
層

と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
な
か
で
の
彼
ら
の
地
位
を

著
し
く
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
フ
ォ
ー
ド
・
ス
ト
ラ
イ
キ
を
分
水
嶺
に
、
デ

ト
ロ
イ
ト
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
社
会
政
治
的
な
勢
力
の
構
図
は
大
き
な

変
貌
を
遂
げ
た
の
で
あ
る（

（2
（

。

の
名
前
を
呼
ん
で
そ
の
擁
護
に
回
る
姿
に
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
す
す
り
泣
く

で
あ
ろ
う（

（2
（

。

こ
の
よ
う
に
、
三
〇
年
代
末
の
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ
デ
ト
ロ
イ
ト
支
部
は
当
時
の
流
れ
に

逆
ら
っ
た
動
き
を
示
し
て
い
た
の
だ
が
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
黒
人
の
運
動
の
全
国
的
な

盛
り
上
が
り
が
黒
人
の
運
動
を
総
じ
て
活
性
化
さ
せ
て
お
り
、
支
部
の
会
員
数
は
、

一
九
三
七
年
の
二
四
〇
〇
人
か
ら
、
一
九
三
九
年
に
は
六
〇
〇
〇
名
へ
と
急
激
な
増

加
を
記
録
し
て
い
た
。
新
た
に
運
動
へ
加
わ
っ
た
層
の
な
か
に
は
、
親
労
働
組
合
的

な
姿
勢
を
持
つ
も
の
が
多
く
、
そ
れ
は
デ
ト
ロ
イ
ト
で
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
新
興
の
黒
人
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
代
表
が
、
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
・
ア
ヴ
ェ

ニ
ュ
ー
・
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
牧
師
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ヒ
ル
（Charles H

ill

）
と
プ

リ
マ
ス
会
衆
派
教
会
牧
師
の
ホ
レ
ス
・
ホ
ワ
イ
ト
（H

orace W
hite

）
で
あ
る
。

一
九
三
〇
年
代
末
、
彼
ら
新
興
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
関
心
は
、
フ
ォ
ー
ド
社
の

ル
ー
ジ
ュ
工
場
へ
集
ま
っ
て
い
っ
た
。
黒
人
労
働
者
が
同
工
場
の
特
定
の
部
門
に
集

中
し
て
い
る
こ
と
は
、
黒
人
労
働
者
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
容
易
に
し
、

白
人
労
働
者
と
の
日
常
的
な
交
流
な
く
し
て
も
組
織
化
を
可
能
に
す
る
条
件
が
生
ま

れ
て
お
り
、
こ
こ
に
フ
ォ
ー
ド
の
パ
タ
ナ
リ
ズ
ム
を
穿
ち
、
デ
ト
ロ
イ
ト
の
ブ
ラ
ッ

ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
関
係
を
再
編
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
ヒ
ル
は
、
こ
の
時

期
に
お
い
て
す
で
に
、
ル
ー
ジ
ュ
工
場
の
組
織
化
の
こ
と
を
「
公
民
権
運
動
の
主
戦

場
」
と
呼
ん
で
い
た
と
い
う（

（2
（

。
一
九
四
一
年
初
頭
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
が
フ
ォ
ー
ド
組
織
化
の

攻
勢
を
本
格
化
す
る
な
か
、
Ｎ
Ｎ
Ｃ
ミ
シ
ガ
ン
支
部
は
ヒ
ル
を
支
部
長
に
選
出
し
、

か
く
し
て
、
旧
態
依
然
と
し
た
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ
支
部
を
よ
そ
目
に
、
黒
人
の
労
働
者
が

集
う
場
に
新
た
な
運
動
の
中
核
が
形
成
さ
れ
て
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る（

（2
（

。

フ
ォ
ー
ド
・
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
一
九
四
一
年
四
月
、
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
只
中
で

起
き
た
。
争
議
の
開
始
直
後
、「
ス
ト
破
り
」
に
黒
人
が
動
員
さ
れ
る
と
い
う
噂
は
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し
、
同
年
一
〇
月
、
自
動
車
産
業
は
完
全
に
軍
需
へ
転
換
し
た
。
先
述
の
通
り
、
軍

需
産
業
に
お
け
る
人
種
差
別
は
大
統
領
行
政
命
令
八
八
〇
二
号
で
禁
止
さ
れ
て
い
た

の
だ
が
、
フ
ィ
ス
ク
大
学
社
会
科
学
学
院
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
調
査
に

よ
る
と
、
デ
ト
ロ
イ
ト
の
軍
需
関
連
二
七
〇
の
事
業
所
で
雇
用
さ
れ
て
い
た
労
働
者

に
占
め
る
黒
人
の
率
は
わ
ず
か
五
・
四
％
で
あ
っ
た（

（2
（

。

だ
が
、
黒
人
労
働
者
の
雇
用
に
こ
の
よ
う
な
遅
れ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
戦
時
の

好
景
気
が
、
黒
人
に
と
っ
て
雇
用
機
会
の
門
戸
開
放
を
意
味
し
た
こ
と
は
そ
れ
で
も

間
違
い
は
な
い
。
デ
ト
ロ
イ
ト
都
市
圏
全
体
で
は
労
働
需
要
が
供
給
を
上
回
り
、
一

九
四
三
年
に
な
っ
て
も
、「
民
主
主
義
の
兵
器
廠
」
が
そ
の
生
産
力
を
最
大
限
に
発

揮
す
る
の
に
必
要
な
労
働
力
は
二
〇
万
人
も
不
足
し
て
い
た
の
で
あ
る（

（3
（

。

こ
の
よ
う
な
情
況
は
、
当
然
の
よ
う
に
デ
ト
ロ
イ
ト
都
市
圏
に
向
か
っ
て
の
さ
ら

に
大
規
模
な
人
口
移
入
を
促
し
て
い
く
。
一
九
四
〇
年
四
月
か
ら
一
九
四
三
年
一
一

月
ま
で
の
あ
い
だ
に
ミ
シ
ガ
ン
州
全
体
で
二
八
万
人
強
の
人
口
が
流
入
し
、
黒
人
人

口
は
こ
の
う
ち
の
一
七
％
、
実
数
に
し
て
約
五
万
人
に
の
ぼ
っ
た
。
わ
け
て
も
ウ
ェ

イ
ン
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
、
マ
ッ
カ
ー
ム
、
ワ
シ
ュ
テ
ナ
ウ
郡
か
ら
な
る
デ
ト
ロ
イ
ト

都
市
圏
の
人
口
は
、
一
九
四
〇
年
か
ら
わ
ず
か
三
年
の
あ
い
だ
に
、
二
四
五
万
人
か

ら
二
七
〇
万
人
へ
、
一
五
％
も
の
急
増
を
記
し
た
の
で
あ
る
。
重
要
な
こ
と
に
、
デ

ト
ロ
イ
ト
郊
外
で
は
、
ル
ー
ジ
ュ
工
場
が
位
置
す
る
デ
ィ
ア
ボ
ー
ン
市
近
郊
に
黒
人

労
働
者
向
け
の
住
宅
地
と
し
て
造
成
さ
れ
た
イ
ン
ク
ス
タ
ー
を
除
く
と
、
黒
人
の
転

入
へ
の
白
人
住
民
の
抵
抗
が
激
し
く
、
移
入
し
て
く
る
人
口
の
ほ
と
ん
ど
は
デ
ト
ロ

イ
ト
の
都
市
中
央
部
に
集
中
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
だ
っ
た（

（3
（

。

人
口
の
急
増
は
、
も
ち
ろ
ん
、
住
宅
供
給
の
深
刻
な
不
足
を
惹
き
起
こ
し
た
。
軍

需
好
景
気
の
初
期
の
段
階
で
、
こ
の
よ
う
な
事
態
へ
対
処
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た

の
が
、
一
九
三
四
年
制
定
の
全
国
住
宅
法
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
住
宅
建
設
の
投
融

資
政
策
を
管
轄
し
て
い
た
連
邦
公
営
住
宅
局
（Federal H

ousing A
gency

）
で

三
．
戦
時
下
デ
ト
ロ
イ
ト
の
住
宅
事
情

前
節
ま
で
、
新
た
な
労
働
運
動
の
影
響
を
受
け
、
デ
ト
ロ
イ
ト
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
指
導
層
の
交
替
が
起
き
た
模
様
を
見
て
き
た
。
以
下
で
は
、
こ
の
と

き
に
形
成
さ
れ
た
労
働
＝
黒
人
の
緩
や
か
な
共
闘
態
勢
が
、
戦
時
下
の
住
宅
問
題
を

契
機
に
、
労
働
の
現
場
を
離
れ
て
い
ま
ひ
と
つ
の
変
容
を
遂
げ
て
い
く
過
程
を
検
討

す
る
。

日
米
開
戦
前
の
一
九
四
〇
年
初
頭
、
ア
メ
リ
カ
で
製
造
業
に
就
労
し
て
い
る
者
の

全
労
働
者
人
口
に
占
め
る
比
率
が
三
二
％
に
達
し
た
（
こ
れ
は
今
日
に
至
る
ま
で
の

ア
メ
リ
カ
史
上
最
高
の
値
で
あ
る（

（2
（

）。
ア
メ
リ
カ
経
済
は
軍
需
が
牽
引
す
る
形
で
つ

い
に
大
恐
慌
か
ら
の
離
陸
を
果
た
し
た
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
経
済
の
拡
大
局
面
に

あ
っ
て
も
、
黒
人
労
働
者
に
と
っ
て
の
事
情
は
異
な
っ
て
い
た
。
内
務
省
長
官
の
補

佐
官
と
し
て
当
時
の
黒
人
の
労
働
環
境
を
調
査
し
た
ロ
バ
ー
ト
・
Ｃ
・
ウ
ィ
ー

ヴ
ァ
ー

─
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
政
権
で
重
要
な
行
政
ポ
ス
ト
に
就
い
た
い
わ
ゆ
る

「
黒
い
閣
僚
（black cabinet

）」
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
そ
の
後
の
一
九
六
六
年
か
ら

二
年
間
、
住
宅
都
市
開
発
省
長
官
を
務
め
る
こ
と
に
な
る

─
の
見
立
て
に
よ
る

と
、
民
需
か
ら
軍
需
へ
の
転
換
は
、
労
働
の
質
と
量
の
両
面
に
お
い
て
、
黒
人
が
直

面
し
て
い
た
問
題
を
む
し
ろ
先
鋭
化
さ
せ
て
い
た
の
だ
っ
た（

（2
（

。

黒
人
人
口
の
急
増
を
見
た
デ
ト
ロ
イ
ト
は
、
こ
の
状
況
が
最
も
は
っ
き
り
と
現
れ

た
場
所
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
一
九
四
〇
年
、
ミ
シ
ガ
ン
州
雇
用
安
定
局
（M

ichigan 
State Em

ploym
ent Service

）
の
統
計
に
よ
る
と
、
デ
ト
ロ
イ
ト
市
の
労
働
者

総
数
に
占
め
る
黒
人
の
割
合
は
わ
ず
か
八
・
九
％
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
二
年
後
の

一
九
四
二
年
四
月
、
同
局
で
求
職
登
録
し
て
い
る
者
全
体
に
占
め
る
黒
人
の
率
は
二

一
・
五
％
に
達
す
る
。
こ
の
間
、
民
需
か
ら
軍
需
へ
の
生
産
転
換
が
急
速
に
進
行
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て
、「
人
種
」
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
。
創
設
時
よ
り
Ｆ
Ｈ
Ａ
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
は
、
近
隣
人
口
構
成
原
則
（neighborhood com

position rule

）
と
い
う

も
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
「
近
隣
の
住
宅
の
安
定
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、

物
件
は
同
じ
社
会
的
、
階
級
的
集
団
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
住
宅
建
設
が
人
種
間
の
緊
張
を
不
用
意
に
高
め
な
い
よ
う
に
「
配
慮
」

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
不
況
対
策
を
第
一
の
政
策
課
題
と
し
て
設
立
さ
れ
た
Ｆ
Ｈ
Ａ

に
し
て
み
れ
ば
、
人
種
が
関
わ
る
事
案
は
余
計
な
問
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

一
九
三
八
年
、
こ
の
ル
ー
ル
に
は
、「
本
来
目
的
と
し
て
い
た
人
種
以
外
の
入
居
を
禁

止
す
る
」
と
、
明
確
に
「
人
種
」
と
い
う
文
言
が
公
営
住
宅
の
入
居
要
件
に
書
き
加

え
ら
れ
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
、
連
邦
の
住
宅
行
政
は
、
不
動
産
価
格
の
不
要
な
変
動

が
人
種
的
対
立
を
煽
る
こ
と
に
な
る
と
の
想
定
の
も
と
、
デ
フ
ァ
ク
ト
な
人
種
隔
離

状
態
を
そ
の
ま
ま
維
持
す
る
べ
し
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
。
こ
う
し
て
連
邦
行

政
は
間
接
的
な
が
ら
も
人
種
隔
離
に
「
手
を
貸
す
」
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
連
邦
の
住
宅
行
政
は
、
公
的
機
関
が
建
設
と
運
営
を
担
う
公
営
住
宅

（public housing project

）
の
建
設
を
い
っ
そ
う
難
し
い
も
の
に
す
る
。
ひ
と
つ

の
物
件
に
単
一
の
「
人
種
」
が
入
居
す
る
こ
と
に
な
る
な
ら
ば
、
連
邦
助
成
を
受
け

た
住
宅
が
「
人
種
指
定
物
件
」
に
な
る
こ
と
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
ず
、「
黒
人
向

け
」
と
指
定
さ
れ
た
住
宅
の
建
設
が
か
え
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
住
民
の
人
種
的
恐
怖

を
よ
り
激
し
く
煽
り
た
て
し
ま
う
結
果
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な

政
策
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
の
都
市
騒
擾
で
黒
人
ゲ
ト
ー
の
問
題
が
喫
緊
の
対
応

を
要
す
る
問
題
と
な
る
ま
で
、
そ
の
後
も
実
質
と
し
て
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る（

（3
（

。

四
．
ソ
ジ
ャ
ー
ナ
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
暴
動
と
公
民
権
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム

デ
ロ
イ
ト
は
、
ア
メ
リ
カ
の
都
市
の
な
か
で
も
、
白
人
が
多
い
住
宅
地
へ
の
黒
人

あ
っ
た
。
Ｆ
Ｈ
Ａ
の
政
策
の
枠
組
み
で
は
、
連
邦
政
府
の
役
割
は
政
策
の
大
綱
を
決

定
す
る
に
留
ま
り
、
実
際
の
運
営
は
地
方
自
治
体
が
担
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
し
た
が
っ
て
、
デ
ト
ロ
イ
ト
住
宅
局
（D

etroit H
ousing Com

m
ission

）
が

設
立
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
活
動
は
活
発
と
は
言
い
難
か
っ
た
。
も
と
よ
り
Ｆ
Ｈ
Ａ

は
、
不
況
下
に
お
け
る
連
邦
の
積
極
的
財
政
出
動
政
策
の
一
部
と
し
て
設
立
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
軍
需
関
係
産
業
労
働
者
の
都
市
住
宅
環
境
の
整
備
と
い
っ
た
、
国
家

総
動
員
体
制
の
一
翼
を
担
う
よ
う
に
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
デ

ト
ロ
イ
ト
の
住
宅
需
給
は
危
機
的
な
ま
で
に
逼
迫
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
九
三
八
年

の
時
点
で
す
で
に
、
市
内
の
住
宅
総
戸
数
四
一
万
四
〇
〇
〇
戸
の
う
ち
七
万
戸
が
条

例
基
準
以
下
の
も
の
で
あ
り
、
居
住
に
適
さ
な
い
と
さ
れ
る
住
宅
の
比
率
は
四
〇
％

に
の
ぼ
っ
て
い
た
。
一
九
四
〇
年
に
な
る
と
、
入
居
可
能
な
空
き
家
率
は
住
宅
戸
数

全
体
の
七
・
七
％
に
ま
で
悪
化
し
、
市
住
宅
局
が
管
理
す
る
物
件
の
応
募
倍
率
は
七

倍
に
の
ぼ
っ
て
い
た
の
で
あ
る（

（3
（

。

一
九
四
〇
年
七
月
以
降
は
、
軍
需
生
産
増
強
を
推
し
進
め
る
目
的
で
設
立
さ
れ
た

緊
急
管
理
局
（O

ffi
ce of Em

ergency M
anagem

ent

）
の
下
部
組
織
で
あ
る
全

国
住
宅
局
（N

ational H
ousing A

gency

）
が
二
〇
〇
万
個
の
新
規
住
宅
の
建
設

に
乗
り
出
し
、
同
局
が
管
理
す
る
戦
時
の
民
間
防
衛
予
算
の
う
ち
の
四
〇
〇
万
ド
ル

が
ミ
シ
ガ
ン
州
で
の
新
規
住
宅
建
設
に
割
当
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
Ｆ
Ｈ
Ａ
と
Ｎ
Ｈ
Ａ
の
権
限
の
曖
昧
さ
と
そ
れ
か
ら
生
じ
る
管
轄
権
争
い
、
さ
ら

に
は
軍
需
生
産
優
先
の
た
め
の
住
宅
建
築
物
資
の
不
足
の
結
果
、
新
規
の
建
設
戸
数

の
増
加
は
き
わ
め
て
緩
慢
な
も
の
だ
っ
た
。
対
日
宣
戦
後
の
一
九
四
二
年
に
な
っ
て

も
、
Ｄ
Ｈ
Ｃ
が
建
設
し
た
物
件
は
、
わ
ず
か
三
三
〇
六
戸
に
留
ま
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
一
九
四
四
年
、
デ
ト
ロ
イ
ト
の
空
き
家
率
は
、
〇
・
五
％
と
い
う
極

限
に
達
す
る
こ
と
に
な
る（

（3
（

。

こ
の
よ
う
な
住
宅
建
設
の
滞
り
に
は
ま
た
、
上
に
述
べ
た
行
政
的
な
問
題
に
加
え
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働
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
経
済
的
地
位
を
反
映
し
て
か
、
そ
こ
は
「
ブ
ル

ジ
ョ
ア
的
で
洒
落
た
」「
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
だ
っ
た（

（3
（

。

つ
ま
り
、
コ
ナ
ン
ト
・
ガ
ー
デ
ン
の
黒
人
た
ち
は
、
階
層
的
で
文
化
的
な
動
機
か
ら
、

連
邦
政
府
が
急
場
し
の
ぎ
に
建
て
た
安
普
請
の
住
宅
に
「
よ
そ
者
」
が
大
量
に
流
入

し
て
く
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
の
だ（

（3
（

。

だ
が
、
す
ぐ
に
、
対
立
は
別
の
構
図
を
描
き
始
め
て
い
く
。
そ
の
過
程
の
な
か
の

重
要
人
物
の
ひ
と
り
が
新
興
の
黒
人
指
導
層
の
ひ
と
り
ホ
レ
ス
・
ホ
ワ
イ
ト
で
あ

る
。
Ｄ
Ｈ
Ｃ
唯
一
の
黒
人
の
委
員
だ
っ
た
ホ
ワ
イ
ト
は
、
公
営
住
宅
の
建
設
が
い
ず

れ
に
せ
よ
「
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
す
」
こ
と
を
察
知
し
、
人
種
を
根
拠
と
す
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
系
住
民
の
反
撥
に
屈
す
る
こ
と
よ
り
も
む
し
ろ
そ
れ
に
立
ち
向
か
う
べ
く
、

そ
の
機
先
を
制
し
て
動
き
始
め
た
。
こ
の
公
営
住
宅
を
「
わ
れ
わ
れ
が
直
面
し
て
い

る
大
き
な
問
題
を
劇
的
に
表
現
で
き
る
シ
ン
ボ
ル
」
と
み
な
し
、
ミ
シ
ガ
ン
州
と
縁

の
深
い
黒
人
ア
ボ
リ
シ
ョ
ニ
ス
ト
の
名
前
に
因
ん
で
「
ソ
ジ
ャ
ー
ナ
・
ト
ゥ
ル
ー
ス

公
営
住
宅
」
と
名
づ
け
て
、
黒
人
の
連
帯
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
受

け
て
、
近
隣
の
黒
人
住
民
た
ち
は
態
度
を
一
八
〇
度
転
換
し
、
建
設
支
持
に
回
る
こ

と
に
な
っ
た
。
か
く
し
て
、
戦
時
の
国
内
で
生
じ
た
住
宅
問
題
は
、「
黒
」
と
「
白
」

が
接
す
る
「
前
線
」
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
、
人
種
闘
争
へ
と
転
轍
さ
れ
て
い
っ
た
の

で
あ
る（

（3
（

。

一
方
、
こ
の
よ
う
な
建
設
計
画
が
明
ら
か
に
な
っ
て
約
半
年
後
の
一
九
四
一
年

末
、
イ
タ
リ
ア
系
の
不
動
産
業
者
ジ
ョ
セ
フ
・
ブ
ッ
フ
ァ
（Joseph Buffa

）
は
、

地
域
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
共
に
「
改
善
協
会
（im

provem
ent association

）」

を
結
成
し
、
黒
人
の
公
営
住
宅
入
居
に
反
対
す
る
請
願
活
動
を
開
始
し
た
。
こ
の
活

動
の
リ
ー
ダ
ー
の
ひ
と
り
で
あ
り
神
父
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ン
・
ズ
ィ
ン
ク

（Constantine D
zink

）
は
、
Ｆ
Ｈ
Ａ
に
宛
て
た
手
紙
の
な
か
で
、
黒
人
の
移
入
は

「［
白
人
が
所
有
す
る
］
住
宅
物
件
に
対
し
て
壊
滅
的
な
打
撃
」
に
な
る
と
し
て
経
済

の
移
住
が
地
域
住
民
間
の
激
し
い
暴
力
的
衝
突
を
惹
き
起
こ
し
て
い
た
場
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
有
名
な
の
が
、
一
九
二
五
年
の
「
オ
シ
ア
ン
・
ス
ウ
ィ
ー

ト
事
件
」
で
あ
る
。
こ
の
年
、
医
師
で
黒
人
の
オ
シ
ア
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
ト
（O

ssian 
Sw

eet

）
は
、
市
の
西
部
に
あ
る
戸
建
て
住
宅
地
の
家
を
購
入
し
た
。
転
入
し
た
直

後
か
ら
、
彼
は
周
囲
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
住
民
の
嫌
が
ら
せ
を
受
け
続
け
、
そ
の
よ
う

な
行
為
は
日
増
し
に
大
胆
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
二
五
年
九
月
、
群
衆

が
家
を
取
り
囲
ん
で
投
石
を
行
い
始
め
る
と
、
こ
の
よ
う
な
暴
力
を
予
見
し
て
護
衛

を
固
め
て
い
た
ス
ウ
ィ
ー
ト
が
発
砲
し
て
反
撃
し
、
群
衆
の
ひ
と
り
が
死
亡
し
て
し

ま
う
。
そ
の
後
の
刑
事
裁
判
で
は
、
殺
人
罪
に
問
わ
れ
た
ス
ウ
ィ
ー
ト
の
弁
護
に
、

有
名
な
「
民
衆
の
弁
護
士
」
ク
ラ
レ
ン
ス
・
ダ
ロ
ウ
が
加
わ
り
、
一
九
二
〇
年
代
を

代
表
す
る
裁
判
劇
と
な
っ
て
い
っ
た
。
結
果
と
し
て
ス
ウ
ィ
ー
ト
は
無
罪
と
な
っ
た

が
、
地
域
住
民
の
反
感
が
こ
れ
で
落
ち
着
い
た
わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
そ
れ
は

潜
在
的
に
は
常
に
存
在
し
、
戦
時
下
の
公
営
住
宅
建
設
は
こ
の
よ
う
な
住
民
間
の
対

立
に
再
び
大
き
な
火
を
点
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
く（

（3
（

。

事
の
発
端
は
、
一
九
四
一
年
六
月
、
軍
需
関
連
工
場
の
労
働
者
向
け
に
七
〇
〇
戸

の
住
宅
を
建
設
す
る
と
い
う
Ｆ
Ｈ
Ａ
の
発
表
に
あ
っ
た
。
こ
の
総
建
設
戸
数
の
う
ち

二
〇
〇
戸
が
、
Ｆ
Ｈ
Ａ
の
方
針
に
し
た
が
っ
て
「
黒
人
向
け
」
と
人
種
指
定
さ
れ
、

そ
の
建
設
予
定
地
は
、
市
北
東
部
、
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
小
学
校
の
横
、
ネ
ヴ
ァ
ダ
・
ス

ト
リ
ー
ト
と
ス
ト
ッ
ク
ト
ン
・
ア
ヴ
ェ
ニ
ュ
ー
の
間
と
発
表
さ
れ
た（

（3
（

。

興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
建
設
予
定
地
に
近
く
、
黒
人
が
多
い
地
区
の
コ
ナ
ン

ト
・
ガ
ー
デ
ン
の
住
民
は
、
住
宅
建
設
に
反
対

0

0

の
態
度
を
採
っ
た
。
こ
の
地
区
の
住

民
の
ひ
と
り
に
、
そ
の
後
の
一
九
六
〇
年
代
に
活
躍
す
る
公
民
権
運
動
家
の
ロ
バ
ー

ト
・
Ｆ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
（Robert F. W

illiam
s

）
が
い
る
。
彼
は
、
ル
ー
ジ
ュ

工
場
で
働
く
長
兄
を
頼
っ
て
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
モ
ン
ロ
ー
か
ら
デ
ト
ロ
イ
ト
に

向
か
い
、
当
時
の
こ
の
地
区
に
住
ん
で
い
た
。
彼
に
よ
る
と
、
当
時
の
フ
ォ
ー
ド
労
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問
題
と
な
っ
た
住
宅
建
設
予
定
地
は
、
こ
の
地
域
最
大
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
あ
る
ハ
ム
ト
ラ
ミ
ク
に
近
く
、
隣
接
地
域
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
的
同
質
性
は
高

か
っ
た
。
こ
の
点
の
み
を
み
る
と
、「
黒
人
の
侵
入
」
の
危
機
に
直
面
し
た
エ
ス
ニ
ッ

ク
な
エ
ン
ク
レ
ー
ヴ
が
、
あ
た
か
も
「
自
然
発
生
的
」
に
反
対
へ
動
い
た
か
の
よ
う

に
見
え
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
対
立
が
「
自
然
」
に
生
じ
る
わ
け
は
な
く
、
事
実
、

実
態
は
異
な
っ
て
い
た
。
住
宅
建
設
が
問
題
化
さ
れ
る
以
前
、
近
隣
の
黒
人
と
白
人

の
人
種
関
係
は
比
較
的
良
好
な
も
の
で
あ
り
、
対
立
が
暴
力
化
す
る
以
前
、
平
均
的

な
デ
ト
ロ
イ
ト
市
民
は
こ
の
問
題
に
ほ
と
ん
ど
関
心
を
払
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ（

（4
（

。

ま
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
で
連
邦
下
院
議
員
ル
ド
ル
フ
・
テ
ネ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ

（Rudolph T
enerow

icz

）
は
、
コ
ナ
ン
ト
・
ガ
ー
デ
ン
の
ア
フ
リ
カ
系
の
住
民
や

Ｕ
Ａ
Ｗ
所
属
の
労
働
者
た
ち
も
支
持
基
盤
に
抱
え
、「
リ
ベ
ラ
ル
」
な
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ラ
ー
の
ひ
と
り
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
よ
う
な
人
物
も
、
対
立
の
激
化
に
伴
っ

て
、
黒
人
入
居
を
阻
む
べ
く
連
邦
政
府
を
舞
台
に
政
治
的
圧
力
を
行
使
す
る
者
へ
と

豹
変
し
て
い
っ
た
。
問
題
の
核
心
を
「
人
種
」
に
み
る
組
織
化
さ
れ
た
少
数
の
反
対

者
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
反
対
活
動
を
先
導
し
、
そ
の
圧
力

の
も
と
で
「
政
治
」
が
動
か
さ
れ
始
め
て
い
た
の
で
あ
っ
た（

（4
（

。

と
こ
ろ
で
デ
ト
ロ
イ
ト
は
、
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
Ｌ
・
Ｋ
・
ス
ミ
ス
や
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

カ
フ
リ
ン
神
父
な
ど
、「
国
内
フ
ァ
シ
ス
ト
勢
力
」
の
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
盛
ん
な

場
所
で
あ
っ
た（

（4
（

。
だ
が
、
こ
の
時
の
住
宅
建
設
反
対
派
の
活
動
は
、
単
な
る
フ
ァ
ッ

シ
ョ
な
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
も
、
あ
か
ら
さ
ま
な
レ
イ
シ
ズ
ム
の
発
露
で
も
な
く
、

先
述
の
ジ
ン
ク
の
主
張
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
不
動
産
と
い
う
私
有
財
産
へ
の
排
他

的
権
利
の
主
張
が
貫
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
後
の
カ
ラ
ー
ブ
ラ

イ
ン
ド
主
義
を
先
取
り
す
る
か
の
よ
う
に
、「
人
種
」
や
「
性
」
へ
の
不
安
は
、「
不

可
侵
の
私
有
財
産
」
と
い
う
一
見
し
た
と
こ
ろ
「
肌
の
色
」
と
は
関
係
の
な
い
権
利

と
と
も
に
主
張
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
不
動
産
へ
の
権
利

的
な
懸
念
を
表
す
と
同
時
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
人
種
の
双
方
で
露
骨
な
偏
見
を
も
吐

露
し
つ
つ
、「
わ
れ
わ
れ
の
白
人
少
女
の
安
全
を
危
険
に
さ
ら
す
」
と
述
べ
て
い
た（

（4
（

。

奴
隷
解
放
直
後
の
南
部
で
拡
ま
っ
た
、
黒
人
男
性
を
白
人
女
性
の
「
真
の
女
性
性
」

へ
の
脅
威
と
見
な
す
考
え
は
、
北
部
産
業
都
市
デ
ト
ロ
イ
ト
の
カ
ト
リ
ッ
ク
系
移
民

の
な
か
に
も
浸
透
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
人
種
的
対
立
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
Ｆ
Ｈ
Ａ
と
市
住
宅
委
員
会
は
方

針
を
二
転
三
転
さ
せ
て
い
く
。
こ
こ
で
は
、
適
宜
関
連
の
問
題
を
整
理
し
な
が
ら

も
、
当
時
の
混
乱
の
有
様
が
伝
わ
る
よ
う
に
、
時
系
列
に
沿
っ
て
そ
の
過
程
を
追
っ

て
み
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
翌
年
一
月
一
五
日
、
ブ
ッ
フ
ァ
ら
の
反
対
の
声
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
住

宅
の
入
居
者
が
「
黒
人
」
か
ら
「
白
人
」
へ
と
変
更
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
ヒ
ル
や
ホ

ワ
イ
ト
の
新
興
の
黒
人
指
導
層
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
ら
の
若
き
黒
人
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト

た
ち
は
、〈
ソ
ジ
ャ
ー
ナ
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
市
民
委
員
会
〉
を
結
成
し
、
市
庁
舎
前
で

デ
モ
な
ど
の
直
接
行
動
を
開
始
し
た
。
新
た
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
特
徴
的
な
ア
ク

テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
を
ま
ず
は
示
し
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
新
た
な
運

動
の
活
性
化
は
、
す
で
に
進
行
中
で
あ
っ
た
ロ
ー
カ
ル
な
黒
人
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
再

編
を
さ
ら
に
促
進
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の
も
、
ホ
ワ
イ
ト
が
語
っ
て
い
る

よ
う
に
、
市
民
委
員
会
と
い
う
枠
組
み
が
必
要
と
さ
れ
た
の
は
、「
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ
を

は
じ
め
と
す
る
ほ
か
の
組
織
の
無
能
さ
の
結
果
」
で
も
あ
っ
た
か
ら
だ
。
こ
の
よ
う

な
挑
戦
に
直
面
し
、
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ
な
ど
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
の
組
織
も
、
旧
態
依

然
と
し
た
活
動
の
み
を
続
け
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
つ
い
に
は
ス
ト
リ
ー
ト
で
の
抗

議
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た（

（4
（

。

他
方
で
、
黒
人
向
け
住
宅
建
設
反
対
派
も
、
こ
れ
に
黙
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

彼
ら
彼
女
ら
の
「
カ
ウ
ン
タ
ー
デ
モ
」
が
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
で
開
始
さ
れ
る
と
、
両
者

の
対
立
は
い
っ
そ
う
激
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
の
だ（

（4
（

。
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核
家
族
が
住
む
一
戸
建
て
の
住
宅
、
そ
れ
は
、
共
産
主
義
で
は
不
可
能
な
自
由
主

義
の
魅
力
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
後
の
冷
戦
時
代
の
ア
メ
リ
ニ
ズ
ム
の
骨

子
を
な
す
こ
と
に
な
る
。
な
ら
ば
よ
り
い
っ
そ
う
、
ソ
ジ
ャ
ー
ナ
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
住

宅
を
め
ぐ
る
対
立
が
戦
時
動
員
の
進
む
「
民
主
主
義
の
兵
器
廠
」
デ
ト
ロ
イ
ト
で
亢

進
し
て
い
た
こ
と
の
意
味
は
、
多
層
的
で
あ
り
且
つ
重
い
。
た
と
え
ば
、
ロ
ー
カ
ル

紙
の
『
デ
ト
ロ
イ
ト
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
』
は
、
反
外
国
人
感
情
を
滲
ま
せ
な
が
ら
も

住
宅
建
設
推
進
派
を
擁
護

0

0

し
て
、
い
ま
ひ
と
つ
別
の
「
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
提
示

し
て
い
た
。

　
［
住
宅
建
設
反
対
派
に
よ
る
］
ピ
ケ
参
加
者
の
多
く
は
、
長
く
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
に
滞
在
し
て
い
る
者
た
ち
で
は
な
く
、
英
語
の
理
解
能
力
に
も
難
が

あ
る
。
だ
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
疑
問
に
思
う
─
─
今
日
、
太
平
洋
で
何
が
起
き

て
い
る
の
か
、
そ
れ
を
彼
ら
は
わ
か
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ニ
グ
ロ
に
対

抗
し
て
デ
モ
行
進
や
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
で
時
間
が
浪
費
さ
れ
て

い
る
あ
い
だ
に
も
、
彼
ら
と
わ
れ
わ
れ
の
真
の
敵
は
、
こ
の
国
の
海
岸
線
に

近
づ
い
て
い
る
の
だ
。
こ
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
い
ま
こ

う
し
て
い
る
あ
い
だ
も
、
日
本
人
た
ち
は
、
人
種
的
優
劣
は
肌
の
色
に
よ
っ

て
決
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
躍
起
に
な
る
あ
ま
り
に
、

挙
げ
句
の
果
て
に
は
天
地
す
ら
も
転
覆
さ
せ
よ
う
と
目
論
ん
で
い
る
こ
と

が
。

　

キ
ャ
デ
ィ
ラ
ッ
ク
・
ス
ク
エ
ア
や
市
庁
舎
前
に
立
っ
て
い
る
と
、
市
民
が

ピ
ケ
を
張
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
そ
の
横
で
は
新
聞
売
り
の
少
年
が
、

ニ
ュ
ー
ス
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
を
大
声
で
読
み
上
げ
て
い
る
─
─
「
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
陥
落
」「
ジ
ャ
ッ
プ
、
ス
マ
ト
ラ
を
圧
倒
」「
ジ
ャ
ッ
プ
、
ビ
ル
マ
で

英
国
軍
を
撃
退
」

は
、
こ
の
時
期
に
生
じ
た
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
概
念
の
変
容
に
密
接
な
関
係
が
あ

り
、
問
題
を
よ
り
多
層
的
で
複
雑
な
も
の
に
し
て
い
た
。

全
国
住
宅
法
は
、
公
営
住
宅
に
関
わ
る
規
定
の
ほ
か
に
、
債
務
不
履
行
に
陥
っ
た

個
人
住
宅
の
モ
ー
ゲ
ー
ジ
を
政
府
が
買
い
上
げ
、
そ
の
返
済
を
裏
書
き
す
る
こ
と
を

可
能
に
し
、
住
宅
金
融
に
関
す
る
連
邦
政
府
の
役
割
を
飛
躍
的
に
拡
大
さ
せ
て
い

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済
期
間
が
一
気
に
伸
び
て
い
く
。
一
九
二

〇
年
代
に
五
年
か
ら
一
〇
年
だ
っ
た
平
均
的
な
ロ
ー
ン
の
返
済
期
間
は
、
一
九
四
〇

年
に
Ｆ
Ｈ
Ａ
が
融
資
保
証
を
し
た
戸
建
て
物
件
で
は
、
二
三
年
の
長
期
へ
と
変
化
し

た
の
で
あ
る
。
重
要
な
こ
と
に
、
か
か
る
政
策
は
、
景
気
を
刺
激
す
る
こ
と
の
ほ
か

に
も
、
地
理
的
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
下
げ
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
た
。
高
い
モ
ビ
リ

テ
ィ
は
、
家
庭
を
不
安
定
に
さ
せ
る
こ
と
で
公
共
の
秩
序
の
脅
威
に
な
る
と
見
な
さ

れ
、
こ
れ
に
対
し
て
住
宅
を
所
有
す
る
こ
と
は
、
秩
序
の
混
乱
の
な
か
か
ら
「
ア
メ

リ
カ
に
は
異
質
の
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
」
が
育
つ
こ
と
へ
の
格
好
の
対
抗
策
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
に
と
っ
て
個
人
住
宅
融
資

政
策
は
、「
ア
メ
リ
カ
の
金
融
財
政
体
制
の
根
幹
」
を
な
す
だ
け
で
な
く
「
現
代
社

会
に
適
応
し
た
社
会
契
約
の
最
も
枢
要
な
部
分
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
共
和
国
初

期
以
来
の
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
的
で
ロ
ッ
ク
的
な
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
概
念
を
再
び
活

気
づ
け
よ
う
と
す
る
意
図
も
あ
っ
た
の
だ（

（4
（

。

つ
ま
り
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
の
住
宅
政
策
の
目
的
が
、
ア
メ
リ
カ
人
に
住
ま
い

と
「
家
族
」
の
安
定
を
も
た
す
こ
と
に
あ
る
な
ら
ば
、
都
市
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
移
民

に
と
っ
て
の
住
宅
所
有
の
意
味
と
は
、
単
な
る
経
済
階
梯
の
上
昇
だ
け
に
留
ま
ら

ず
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
証
で
も
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
彼
ら
彼
女
ら

に
と
っ
て
「
黒
人
」
と
い
う
「
二
級
市
民
」
が
近
く
に
い
る
こ
と
は
、
人
種
的
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
、
経
済
的
ス
テ
ー
タ
ス
へ
の
多
重
の
脅
威
で

あ
っ
た
の
だ（

（4
（

。
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実
施
を
実
力
で
阻
む
方
向
へ
動
き
始
め
、
二
月
三
日
に
は
、
ブ
ッ
フ
ァ
を
先
頭
と
す

る
三
〇
〇
名
の
集
団
が
市
議
会
議
場
に
乱
入
し
、
決
定
の
再
審
議
の
た
め
の
公
聴
会

開
催
を
要
求
す
る
事
件
が
起
き
た
。
そ
の
後
、
住
宅
建
設
地
で
は
極
右
人
種
主
義
組

織
ク
ー
・
ク
ラ
ッ
ク
ス
・
ク
ラ
ン
の
存
在
を
誇
示
し
て
十
字
架
が
燃
さ
れ
る
事
件
も

発
生
す
る（

（4
（

。
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
反
対
派
の
動
機
を
赤
裸
々
な
レ
イ
シ
ズ
ム
に
還

元
す
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
と
き
に
激
化
し
た
対
立
は
、
白
人
至

上
主
義
組
織
の
「
加
勢
」
を
促
す
契
機
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
近

隣
住
民
の
建
設
反
対
感
情
は
、
も
っ
ぱ
ら
人
種
主
義
的
な
そ
れ
へ
と
さ
ら
な
る
変
質

を
遂
げ
て
い
っ
た
の
だ
。

ソ
ジ
ャ
ー
ナ
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
住
宅
へ
の
入
居
日
、
二
月
二
八
日
は
、
こ
の
よ
う
に

人
種
間
対
立
が
亢
進
す
る
な
か
で
や
っ
て
き
た
。
同
日
午
前
、
白
人
の
反
対
派
が
三

名
の
黒
人
の
入
居
者
に
襲
い
か
か
り
、
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
地
域
に
伝
わ
る
と
、
群
衆

の
数
は
、
白
人
黒
人
双
方
併
せ
て
お
よ
そ
一
二
〇
〇
名
へ
と
膨
れ
あ
が
っ
て
い
っ

た
。
デ
ト
ロ
イ
ト
市
警
（D

etroit Police D
epartm

ent

）
は
、
入
居
者
の
安
全
の

確
保
の
た
め
に
約
二
〇
〇
名
の
警
官
を
配
備
し
て
不
測
の
事
態
に
備
え
て
い
た
が
、

も
は
や
そ
の
数
の
警
官
で
事
態
は
制
御
で
き
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
シ
ェ

フ
ィ
ー
ル
ド
を
は
じ
め
と
す
る
ロ
ー
カ
ル
六
〇
〇
の
黒
人
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
も
現
場
へ

急
行
し
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
の
サ
ウ
ン
ド
・
ト
ラ
ッ
ク
の
上
か
ら
群
衆
に
自
制
を
求
め
た
の
だ

が
、
煉
瓦
を
手
に
持
ち
、
鉄
棒
や
棍
棒
で
武
装
し
た
男
女
子
供
入
り
乱
れ
て
の
衝
突

を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
負
傷
者
三
〇
名
、
逮
捕
者
一
八
〇
名

を
出
す
こ
と
に
な
り
、
全
国
紙
は
こ
れ
を
「
暴
動
」
と
報
じ
る
に
至
る（

（5
（

。

こ
の
騒
乱
直
後
、
Ｄ
Ｐ
Ｄ
の
行
動
の
適
切
さ
を
問
う
批
判
が
相
継
い
だ
。
Ｎ
Ａ
Ａ

Ｃ
Ｐ
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ホ
ワ
イ
ト
は
、
緊
張
の
高
ま
り
の
連
絡
を
受
け
て
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
か
ら
デ
ト
ロ
イ
ト
入
り
し
て
お
り
、
反
対
派
の
動
き
に
Ｋ
Ｋ
Ｋ
の
存
在
が
示

さ
れ
て
い
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
Ｄ
Ｐ
Ｄ
が
白
人
を
抑
制
す
る
行
動
を
何
も
採
ら
な

　

こ
れ
ら
の
敗
北
が
民
主
的
国
家
に
対
し
て
何
を
意
味
す
る
の
か
、
わ
れ
わ

れ
に
は
わ
か
る
。
で
は
、
市
庁
舎
前
の
ピ
ケ
参
加
者
に
は
、
そ
の
重
要
性
が

わ
か
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
わ
か
っ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
国
民
的
団
結
を

つ
く
り
あ
げ
る
た
め
に
尽
力
し
、
日
本
人
と
枢
軸
国
の
進
軍
を
ス
ト
ッ
プ
さ

せ
る
た
め
に
、
飛
行
機
、
戦
車
、
銃
、
そ
の
ほ
か
の
補
給
品
の
生
産
の
た
め

に
尽
く
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ニ
グ
ロ
を
「
止
め
る
」
こ
と
に
あ
ま
り
に
も
多

く
の
力
を
使
い
す
ぎ
て
い
る
の
だ
。
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
の
最
大
の
任
務

は
、「
ジ
ャ
ッ
プ
を
止
め
る
こ
と
」
で
あ
る
。
…
中
略
…

　

ス
ト
リ
ー
ト
で
デ
モ
を
行
い
、
ヘ
イ
ト
に
満
ち
た
印
刷
物
を
配
布
し
、
ソ

ジ
ャ
ー
ナ
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
公
営
住
宅
へ
の
ニ
グ
ロ
の
入
居
を
阻
も
う
と
し
て

い
る
人
び
と
に
提
案
し
た
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
太
平

洋
島
嶼
部
の
地
図
を
手
に
取
っ
て
、
日
々
の
戦
況
を
調
べ
た
ら
ど
う
か（

（4
（

。

こ
こ
に
見
る
よ
う
に
、
住
宅
建
設
を
め
ぐ
る
人
種
間
対
立
は
、「
戦
時
愛
国
心
」

の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
し
か
し
、
こ
の
「
愛
国
心
」
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
移
民
に
対
す
る
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
的
反
感
と
日
本
人
に
対
す
る
レ

イ
シ
ズ
ム
と
を
複
雑
に
織
り
込
ん
だ
も
の
で
も
あ
っ
た
。
同
時
期
の
ア
フ
リ
カ
系
ア

メ
リ
カ
人
を
中
心
に
し
た
運
動
を
「
長
い
公
民
権
運
動
論
」
に
し
た
が
っ
て
「
公
民

権
運
動
」
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
そ
の
誕
生
を
支
え
た
思
潮
の
ひ
と
つ
に
は
、
か
か
る
「
愛

国
心
」
も
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
愛
国
心
」
の
高
ま
り
を
受
け
、
デ
ト
ロ
イ
ト
市
は
、
以
前
の
方
針

を
再
び
転
換
し
、
最
終
的
に
二
月
二
八
日
を
黒
人
の
入
居
日
に
決
定
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
決
定
を
も
っ
て
し
て
も
、
住
宅
建
設
反
対
派
の
態
度
を
和
ら
げ
さ
せ
て
、

そ
の
コ
ア
な
活
動
家
の
行
動
を
抑
え
込
む
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
彼
ら
彼
女
ら
は
別

様
に
愛
国
者
の
役
割
を
定
義
し
て
い
た
か
ら
だ
。
反
対
派
は
、
市
住
宅
局
の
決
定
の
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そ
れ
ま
で
の
公
式
方
針
を
復
活
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
黒
人
向
け
の
公
営
住

宅
は
黒
人
ゲ
ト
ー
の
外
に
は
建
設
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
す
で
に
黒
人

の
住
宅
地
が
密
集
状
態
で
あ
る
か
ら
に
は
、
黒
人
に
入
居
可
能
な
住
宅
建
設
の
建
設

を
当
面
の
と
こ
ろ
見
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
つ
ま

り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
住
民
の
人
種
主
義
的
抵
抗
に
、
行
政
側
が
屈
し
た
形
に
な
っ
た

の
だ（

（5
（

。
こ
れ
に
建
設
推
進
派
が
猛
反
発
を
し
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
最
も
大
き

な
声
の
ひ
と
つ
は
、
意
外
に
も
黒
人
の
組
織
・
団
体
以
外
か
ら
出
て
き
た
。
Ｕ
Ａ
Ｗ

で
あ
る
。
会
長
の
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
Ｊ
・
ト
マ
ス
（Roland J. T

hom
as

）
は
、
国
際

執
行
委
員
会
─
─
常
設
機
関
の
な
か
で
は
同
組
合
の
最
高
意
思
決
定
機
関
─
─
満
場

一
致
の
支
持
の
も
と
、
警
察
の
保
護
の
下
で
の
黒
人
の
即
時
入
居
こ
そ
が
正
義
に
叶

う
も
の
で
あ
る
と
す
る
声
明
を
発
表
し
た
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
労
働

者
─
─
そ
の
多
く
が
自
動
車
関
連
工
場
の
労
働
者
で
あ
る
─
─
の
な
か
に
は
こ
の
決

定
に
猛
反
発
す
る
者
も
現
れ
た
の
だ
が
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
指
導
層
が
こ
れ
に
怯
む
こ
と
は
な

か
っ
た
。

前
章
で
見
て
き
た
の
は
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
と
黒
人
の
運
動
と
が
雇
用
と
賃
金
と
い
う
職
の

問
題
を
中
心
に
連
携
し
て
い
く
模
様
で
あ
る
。
こ
の
と
き
に
Ｕ
Ａ
Ｗ
の
関
心
は
、
あ

く
ま
で
も
労
働
が
行
わ
れ
る
空
間
の
な
か
の
問
題
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
ソ
ジ
ャ
ー

ナ
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
住
宅
の
問
題
を
契
機
に
、
労
働
運
動
は
、
地
域
が
抱
え
る
人
種
関

係
上
の
問
題
へ
と
大
き
く
踏
み
入
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
Ｕ
Ａ
Ｗ
に
牽
引
さ
れ
る
形
で
、
そ
の
後
も
黒
人
の
団
体
の
立
場
を
擁
護
す
る

「
リ
ベ
ラ
ル
」
な
勢
力
は
急
進
し
て
い
っ
た
。
現
地
で
調
査
に
あ
た
っ
た
フ
ィ
ス
ク

大
学
の
社
会
学
者
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ソ

ジ
ャ
ー
ナ
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
住
宅
暴
動
は
、
少
な
く
と
も
、「［
デ
ト
ロ
イ
ト
の
］
ニ
グ

ロ
市
民
が
日
々
甘
ん
じ
て
い
る
不
正
義
を
、
こ
れ
ま
で
よ
り
多
く
の
偏
見
な
き
白
人

0

0

0

0

0

0

か
っ
た
こ
と
を
真
っ
先
に
批
判
し
た
。
そ
の
実
、
警
官
の
行
動
は
、
騒
乱
を
抑
え
込

ん
で
黒
人
入
居
者
を
保
護
す
る
こ
と
よ
り
も
、「
白
人
」
に
危
害
が
加
え
ら
れ
る
こ

と
の
防
止
が
目
的
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
逮
捕
者
総
数
に
占
め
る
白
人
は
わ
ず
か
三

名
の
み
だ
っ
た
の
だ（

（5
（

。

も
ち
ろ
ん
、
人
種
別
逮
捕
者
数
が
、
Ｄ
Ｐ
Ｄ
の
人
種
的
バ
イ
ア
ス
を
即
座
に
証
明

す
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
は
、
写
真
雑
誌
『
ラ
イ
フ
』
が
衝
突
現
場
を
激

写
し
た
レ
タ
ー
サ
イ
ズ
の
大
判
の
写
真
で
、
極
め
て
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
か
た
ち

で
表
現
さ
れ
て
い
た
【
写
真
１
】。
感
情
を
失
っ
た
か
の
よ
う
に
呆
然
と
し
た
面
持

ち
で
現
場
を
見
つ
め
る
黒
人
の
群
衆
を
背
景
に
、
羽
交
い
締
め
に
さ
れ
た
非
武
装
の

黒
人
を
、
白
人
の
警
官
三
名
が
激
し
く
殴
打
す
る
瞬
間
を
捉
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
写
真
に
添
え
ら
れ
た
記
事
は
こ
う
述
べ
て
い
た
。
労
働
争
議
が
頻
発
し
た

デ
ト
ロ
イ
ト
で
は
「
過
去
の
一
〇
年
間
、
こ
の
よ
う
な
光
景
［
暴
力
的
衝
突
で
警
官

が
そ
の
一
部
と
な
る
こ
と
］
は
馴
染
み
の
も
の
に
な
っ
て
」
い
る
、
こ
れ
は
「
正
真

正
銘
の
人
種
暴
動
」
で
あ
る
、
と（

（5
（

。

こ
の
「
暴
動
」
を
受
け
て
、
市
住
宅
委
員
会
は
、
ま
た
ま
た
方
針
を
転
換
す
る
。

住
宅
へ
の
入
居
は
当

座
の
と
こ
ろ
中
止
と

な
り
、
今
後
建
築
さ

れ
る
公
営
住
宅
の
用

地
選
定
に
あ
た
っ
て

は
、
Ｆ
Ｈ
Ａ
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
し

て
「
近
隣
の
人
種
パ

タ
ー
ン
を
変
え
な
い

も
の
と
す
る
」
と
、

【写真１】
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し
な
が
ら
、
そ
れ
と
同
時
に
人
種
主
義
も
撃
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
先
に
紹
介
し
た

日
刊
紙
の
論
調
と
も
近
似
し
て
い
た
。

　

苦
し
み
は
我
ら
が
同
胞
の
志
気
を
挫
こ
う
と
し
、
障
壁
は
我
ら
の
最
大
の

国
益
も
危
険
に
曝
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
世
界
中
に
知
ら
し
め
る
と
き

が
や
っ
て
き
た
。
ニ
グ
ロ
の
進
歩
を
堰
き
止
め
よ
う
と
必
死
に
な
り
、
民
主

主
義
は
白
人
の
独
占
物
だ
と
決
め
て
か
か
っ
て
い
る
連
中
の
、
憎
悪
に
満
ち

た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
手
口
を
暴
露
す
る
の
だ
。

　

こ
の
「
民
主
主
義
の
兵
器
廠
」
に
お
い
て
は
、
ニ
グ
ロ
の
労
働
者
た
ち
も
、

戦
争
努
力
へ
の
貢
献
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
労
働

に
参
加
す
る
た
め
に
す
ら
、
闘
う
こ
と
を
強
い
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
生
産
は

労
働
不
足
に
よ
っ
て
危
機
的
情
況
に
陥
っ
て
い
る
と
い
う
の
に
、
同
胞
の
女

性
た
ち
へ
仕
事
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
実
は
広
く
知
ら
し

め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
民
主
主
義
を
守
り
抜

き
、
国
民
の
安
全
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
あ
る
特
定
の
集
団
へ
の
偏
見
を
放

置
し
て
お
く
こ
と
よ
り
も
は
る
か
に
ず
っ
と
重
要
で
あ
る
、
こ
う
信
じ
る
市

民
の
支
持
を
我
々
は
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
集
会
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
あ
な
た
は
そ
れ
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ（

（5
（

。

同
集
会
は
、「
す
べ
て
の
人
種
か
ら
な
る
わ
れ
ら
人
民
は
、
敵
国
と
の
最
終
的
な

勝
利
を
め
ざ
す
政
府
の
活
動
を
全
身
全
霊
を
か
け
て
支
援
す
る
こ
と
を
誓
う
」
と
し

て
、
大
西
洋
憲
章
に
名
を
因
ん
だ
「
キ
ャ
デ
ィ
ラ
ッ
ク
憲
章
」
を
採
択
し
た
。
そ
れ

は
ま
た
、「
ア
メ
リ
カ
が
世
界
に
向
か
っ
て
自
由
の
希
望
を
掲
げ
よ
う
と
す
る
と
す

る
」
の
な
ら
ば
、「
勝
利
と
恒
久
平
和
の
た
め
に
す
べ
て
の
市
民
が
完
全
で
平
等
な

権
利
を
持
つ
こ
と
は
必
須
の
条
件
で
あ
り
、
差
別
的
慣
行
は
維
持
す
る
こ
と
な
ど
で

に
認
識
さ
せ
た
」
と
い
う
「
効
果
」
が
あ
っ
た
の
だ
（
傍
点
、
筆
者（

（5
（

）。
こ
の
よ
う
に
、

フ
ォ
ー
ド
・
ス
ト
ラ
イ
キ
直
後
の
デ
ト
ロ
イ
ト
に
あ
っ
て
、
労
働
団
体
と
公
民
権
団

体
は
、
人
種
問
題
と
労
働
問
題
が
折
り
重
な
る
場
で
互
い
に
人
的
資
源
と
行
動
様
式

を
共
有
し
、
相
互
に
影
響
を
与
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
市
当
局
は
、
ま
た
も
や
方
針
を
転
換
す
る

─
件
の
公
営
住
宅
が
再
び

「
黒
人
向
け
」
に
な
っ
た
の
だ
。
か
く
し
て
、
最
初
の
衝
突
か
ら
約
二
カ
月
後
の
四

月
二
九
日
、
黒
人
家
族
八
所
帯
が
転
入
を
果
た
し
た
。
こ
の
と
き
は
Ｄ
Ｐ
Ｄ
に
加
え

て
ミ
シ
ガ
ン
州
兵
も
動
員
さ
れ
、
警
備
に
あ
た
っ
た
人
員
の
総
数
は
二
四
〇
〇
名
に

の
ぼ
っ
て
い
た（

（5
（

。

終
わ
り
に
か
え
て

Ｄ
Ｈ
Ｃ
の
朝
礼
暮
改
に
近
い
政
策
変
更
は
、
こ
の
と
き
の
綱
引
き
が
ど
れ
だ
け
激

し
か
っ
た
の
か
を
物
語
る
。
入
居
の
警
備
に
あ
た
っ
た
人
員
の
数
が
示
し
て
い
る
よ

う
に
、
ソ
ジ
ャ
ー
ナ
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
公
営
住
宅
へ
の
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
入

居
に
い
た
る
ま
で
の
顛
末
は
、
運
動
勝
利
へ
の
過
程
で
は
な
く
、
人
種
間
対
立
の
高

ま
り
を
示
す
も
の
だ
と
考
え
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
こ
の
一
連
の
展
開
が
、
黒
人
の
運
動
と
労
働
運
動
を
結
ぶ
公
民
権
ユ
ニ
オ

ニ
ズ
ム
の
さ
ら
な
る
深
化
を
示
し
て
い
た
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
一
九
四
三
年
四

月
十
一
日
、
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ
は
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
の
内
部
委
員
会
で
あ
る
人
種
間
委
員
会

（Inter-Racial Council

）
と
共
同
で
、
デ
ト
ロ
イ
ト
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
中
心
地
、

キ
ャ
デ
ィ
ラ
ッ
ク
・
ス
ク
エ
ア
で
一
万
名
を
集
め
た
大
衆
集
会
を
開
催
し
た
。
次
の

引
用
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
集
会
へ
の
参
加
を
募
る
黒
人
紙
『
ミ
シ
ガ
ン
・
ク
ロ
ニ

ク
ル
』
の
論
調
は
、
戦
争
と
人
種
主
義
に
対
す
る
二
つ
の
勝
利
を
目
指
す
、
戦
時
下

の
黒
人
の
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
ダ
ブ
ル
Ｖ
」
に
忠
実
に
、
愛
国
心
を
強
く
押
し
出
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意
味
が
脅
威
に
曝
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
か
ら
こ
そ
行
動
に
駆
り
立
て
ら
れ
て

い
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
こ
の
時
代
の
「
愛
国
心
」
の
紛
れ
も
な
い
一
部
で
あ
る
。

だ
と
す
る
と
、「
公
民
権
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
」
の
興
隆
は
、
き
わ
め
て
不
定
形
で
あ
り
、

ま
た
不
安
的
で
も
あ
る
「
愛
国
心
」
を
下
敷
き
に
し
て
起
き
て
い
た
と
考
え
ね
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
労
働
運
動
と
黒
人
運
動
の
連
帯
や
協
力
関
係
が
い
か
に
深
化
し

よ
う
と
も
、
こ
れ
に
敵
対
す
る
勢
力
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
も
ま
た
大
き
か
っ
た
。
ト
マ

ス
・
ス
グ
ル
ー
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
白
人
」
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
「
暴
力
緊
迫
の
脅
し
」
は
、「
政
治
的
な
レ
バ
レ
ッ
ジ
の
役
割
を
効
果
的
」

に
果
た
し
て
も
い
た
の
だ（

（6
（

。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
暴
力
的
な
対
立
は
、
一
九
四
三

年
の
デ
ト
ロ
イ
ト
暴
動
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

【
注
】

（
1
）　

本
稿
に
お
い
て
、「
黒
人
」
／
「
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
」
と
、「
白
人
」
／
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
系
」
と
い
う
「
人
種
的
」
な
集
団
を
表
す
用
語
は
、
文
脈
に
応
じ
て
厳
密
な

区
別
を
せ
ず
に
用
い
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、「
黒
人
」
を
単
に
「
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ

リ
カ
人
」
と
置
き
換
え
る
だ
け
で
は
、
記
述
上
の
正
確
性
や
妥
当
性
は
か
え
っ
て
損

な
わ
れ
る
恐
れ
あ
る
か
ら
だ
。
た
と
え
ば
、
一
九
四
三
年
の
暴
動
の
こ
と
を
「
黒
人

暴
動
」
と
表
現
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
未
だ
歴
史
研
究
に
も
一
般
的
に
流
通
し
て
い

る
語
彙
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
著
し
く
妥
当
性
を
欠
く
表
現
で
あ
る
と
は
断
言
で
き
な

い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
暴
動
と
記
せ
ば
、
事
情
は
多
い

に
異
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
稿
で
は
、「
人
種
」
に
関
す
る
用
語
法
に
関
し
て
は
敢
え

て
曖
昧
さ
を
残
し
た
ま
ま
に
す
る
こ
と
を
選
択
し
た
。
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
、
か
か

る
用
語
法
は
現
在
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
歴
史
研
究
文
献
で
も
一
般
的
な
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
原
史
料
で“N

egro”

と
表
記
さ
れ
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
そ
の
同
時
代
的

な
文
脈
を
重
視
し
、「
ニ
グ
ロ
」
と
訳
出
し
て
い
る
。

（
2
）　
「
黒
人
思
潮
の
変
化
と
公
民
権
連
合
の
構
築 

（
２
） 

─
─ 

一
九
四
三
年
の
ワ
シ
ン
ト

ン
行
進
運
動
と
愛
国
主
義
」『
地
域
文
化
研
究
』
一
二
号
（
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文

き
な
い
」
と
告
げ
、
具
体
的
目
標
と
し
て
、
公
営
住
宅
や
軍
隊
に
お
け
る
人
種
差
別

の
廃
止
、
人
頭
税
の
廃
止
、
群
衆
暴
力
、
リ
ン
チ
、
警
官
暴
力
か
ら
の
安
全
の
保
障
、

雇
用
、
昇
進
、
職
能
訓
練
に
お
け
る
人
種
差
別
の
禁
止
を
掲
げ
て
い
た（

（5
（

。
こ
れ
ら
の

目
標
は
、
四
年
後
に
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
が
設
立
す
る
公
民
権
委
員
会
の
報
告
書

『
こ
れ
ら
の
権
利
を
守
る
た
め
に
』
の
内
容
を
完
全
に
先
取
り
す
る
も
の
で
あ
る
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
集
会
は
、
シ
リ
ア
ス
な
面
持
ち
で
は
な
く
、
む
し
ろ
祝

賀
的
ム
ー
ド
の
な
か
で
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
色
と
り
ど
り
の
旗
の
プ
ラ

カ
ー
ド
が
行
進
を
飾
り
、
参
加
者
の
足
並
み
は
音
楽
隊
が
活
気
づ
け
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
ア
ッ
プ
ビ
ー
ト
の
ム
ー
ド
を
背
景
に
、
こ
の
時
期
の
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ
デ
ト
ロ
イ

ト
支
部
は
、
労
働
者
階
層
を
中
心
に
約
二
千
名
の
メ
ン
バ
ー
の
急
増
を
記
録
し
て
い

た
。
そ
れ
は
ま
た
、
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
組
織
的
性
格
の
変
化
を
さ
ら
に
深
化
さ

せ
て
い
た
。
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
中
心
は
、
弁
護
士
、
教
師
、
医
師
、
牧
師
た
ち
エ

リ
ー
ト
層
か
ら
、
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
や
労
働
者
階
層
へ
と
移
っ
て
大
衆
的
基
盤
を
も
つ

組
織
と
な
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
部
を
抜
い
て
一
躍
全
国
最
大
の
も
の
に
な
っ
た
の

で
あ
る（

（5
（

。

他
方
で
ま
た
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
も
着
実
に
組
織
勢
力
を
急
拡
大
さ
せ
て
い
っ
た
。
四
三
年

七
月
、
航
空
機
産
業
を
管
轄
下
に
置
い
た
Ｕ
Ａ
Ｗ
は
、
正
式
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
一
〇

〇
万
人
（
黒
人
は
そ
の
う
ち
の
約
一
割
）
を
越
え
、
ア
メ
リ
カ
最
大
の
労
働
組
合
へ

と
成
長
を
遂
げ
て
い
た
の
だ（

（5
（

。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
的
成
長

の
要
因
を
、
公
民
権
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
の
興
隆
だ
け
に
還
元
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で

あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
、
こ
の
二
つ
の
組
織
の
勢
力
の
拡
大
が
軌
を
一
に
し

て
起
き
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ま
た
、
ソ
ジ
ャ
ー
ナ
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
住
宅
を
め
ぐ
る
係
争
が
示
す
よ
う
に
、
Ｎ
Ａ

Ａ
Ｃ
Ｐ
が
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
が
、
ロ
ー
カ
ル
日
刊
紙
が
、
黒
人
紙
が
、
そ
ろ
っ
て
「
利
敵
行

為
」
だ
と
見
な
す
行
動
を
と
っ
て
い
た
人
々
も
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
る
こ
と
の
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本
稿
と
は
検
討
の
対
象
と
す
る
時
期
や
焦
点
に
違
い
が
あ
る
が
、
示
唆
さ
れ
る
と
こ

ろ
が
多
い
。
樋
口
映
美
『
ア
メ
リ
カ
黒
人
と
北
部
産
業
と
戦
間
期
に
お
け
る
人
種
意

識
の
形
成
』（
彩
流
社
、
一
九
九
七
年
）。

（
8
）　

一
九
六
〇
年
代
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
拙
稿
「『
公
民
権
物
語
』
の
限
界
と

長
い
公
民
権
運
動
論 

─
─ 

ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
、
キ
ン
グ
、
デ
ト
ロ
イ
ト
・
グ
ラ
ス
ル
ー

ツ
の
急
進
主
義
に
関
す
る
一
考
察
」
油
井
大
三
郎
編
『
越
境
す
る
一
九
六
〇
年
代
─

─
米
国
・
日
本
・
西
欧
の
国
際
比
較
』 （
彩
流
社
、
二
〇
一
二
年
）：
一
二
四‒

一
四
一

頁
。

（
9
）　

こ
こ
で
、
筆
者
が
目
的
と
す
る
大
き
な
議
論
に
関
わ
っ
て
、
結
論
を
ひ
と
ま
ず
先

取
り
し
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
こ
の
労
働
運
動
＝
公
民
権
運
動
の
共
闘
態
勢
は
、
当

初
よ
り
極
め
て
大
き
な
限
界
を
孕
む
も
の
だ
っ
た
。
公
民
権
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
あ
っ
て

し
て
も
、
職
と
住
宅
を
め
ぐ
る
人
種
間
対
立
は
む
し
ろ
悪
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
公
民
権
連
合
」
の
構
築
の
過
程
に
関
す
る
考
察
は
、
こ
の
「
激
化
す
る
人
種
対
立
」

と
い
う
文
脈
を
見
失
っ
て
は
な
ら
な
い
。

（
10
）　H

erbert R. N
orthrup, T

he N
egro in the A

utom
obile Industry (Philadelphia: 

U
niversity of Pennsylvania Press, 1968), 8.

（
11
）　Ibid, 9-10.

（
12
）　Lloyd H

. Bailer, “T
he N

egro A
utom

obile W
orker,” Journal of Political 

E
conom

y 51 (January, 1943): 416.

（
13
）　Ibid, 417-19.

（
14
）　Ibid, 417.

（
15
）　Beth T

hom
pkins Bates, T

he M
aking of B

lack D
etroit in the A

ge of H
enry 

F
ord (Chapel H

ill: U
niversity of N

orth Carolina Press, 2010).

（
16
）　M

eier and Rudw
ick, B

lack D
etroit and the R

ise of the U
A

W
, 49.

（
17
）　

一
九
三
〇
年
代
の
黒
人
運
動
の
再
編
過
程
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
黒
人
思
潮
の
変

化
と
公
民
権
連
合
の
構
築 

（
１
） 

─ 

大
恐
慌
と
Ａ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ラ
ン
ド
ル
フ
の

登
場
」『
地
域
文
化
研
究
』
一
〇
号
（
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
紀
要
）

（
一
九
九
五
年
）：
五
一
－
七
五
頁
。

（
18
）　Report of Resolutions Com

m
ittee, 27th A

nnual Conference N
.A

.A
.C.P., 

Baltim
ore, M

d., July 3, 1936, N
ational A

ssociation for the A
dvancem

ent 
of Colored People Papers, M

anuscript D
ivision, Library of Congress, B 

12.

化
研
究
科
紀
要
）（
一
九
九
七
年
）：
一‒

二
四
頁; Louis Coleridge K

esselm
an, 

T
he Social P

olitics of F
E

P
C:  A

 Study in R
eform

 P
ressure M

ovem
ents (Chapel 

H
ill: U

niversity of N
orth Carolina Press, 1948); Paula F. Pfeffer, A

. Philip 
R

an
dolph; P

ion
eer of the C

ivil R
ights M

ovem
en

t (Baton Rouge: Louisiana 
U

niversity Press, 1990).

（
3
）　

ア
メ
リ
カ
の
労
働
運
動
に
お
け
る
人
種
差
別
に
関
す
る
概
史
と
し
て
以
下
を
参
照
。

Philip S. Foner, O
rganized L

abor and B
lack W

orker, 1619-1981 (N
ew

 Y
ork: 

International Publishers, Second Ed., 1981). 

ま
た
同
時
代
的
研
究
の
古
典
と
し

て
、Sterling D

. Spero and A
bram

 H
arris,  T

he B
lack W

orker: T
he N

egro 
and the L

abor M
ovem

ent (N
ew

 Y
ork: Colum

bia U
niversity Press, 1931).

（
4
）　Robert K

orstad and N
elson Lichtenstein, “O

pportunities Found and 
Lost: Labor, Radicals, and the Early Civil Rights M

ovem
ent,” Journal of 

A
m

erican H
istory 75 (D

ecem
ber, 1988); Robert Rodgers K

orstad, C
ivil 

R
ights U

nionism
: T

obacco W
orkers and the Struggle for D

em
ocracy in the M

id-
T

w
entieth-C

entury South (Chapel H
ill: U

niversity of N
orth Carolina Press, 

2003).

（
5
）　

Ｃ
Ｉ
Ｏ
に
つ
い
て
の
代
表
的
な
研
究
は
、
長
沼
秀
世
『
ア
メ
リ
カ
の
社
会
運
動
─

─
Ｃ
Ｉ
Ｏ
史
の
研
究
』（
彩
流
社
、
二
〇
〇
〇
年
）;W

alter G
alenson, C

IO
 

C
hallen

ge to A
F

L
: A

 H
istory of A

m
erican L

abor M
ovem

en
t (C

am
bridge, 

M
ass.: H

arvard U
niversity Press, 1960); Robert H

. Zieger, T
he C

IO
 1935-

1955 (Chapel H
ill: U

niversity of N
orth Carolina Press, 1995). 

ま
た
、
同
時

期
の
南
部
農
民
の
組
織
化
を
検
討
し
た
以
下
の
研
究
も
、
こ
の
時
期
の
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
活

動
が
ひ
と
つ
の
焦
点
に
な
っ
て
い
る
。
上
杉
忍
『
公
民
権
運
動
へ
の
道
─
ア
メ
リ
カ

南
部
農
村
に
お
け
る
黒
人
の
た
た
か
い
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
）

（
6
）　
「
長
い
公
民
権
運
動
論
」
に
つ
い
て
、
リ
ク
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
コ
ー
ス
タ
ッ
ド
の

研
究
の
ほ
か
に
以
下
を
参
照
。Jaquelyn D

ow
d H

all, “T
he Long Civil Rights 

M
ovem

ent and the Political U
ses of the Past,” Jou

rn
al of A

m
erican 

H
istory 92 (M

arch, 2005): 1233-63.

（
7
）　R

ichard M
. D

alfium
e, “T
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orgotten Y

ears’ of the N
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Revolution’,” Journal of A
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erican H
istory 55 (June, 1968): 90-106; A
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M
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W
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ew

 
Y

ork: O
xford U
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ま
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以
下
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邦
語
文
献
も
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H
ousing A
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inistration,” Journal of U
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istory 6 (A
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452.
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）　K
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urder in the 
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ge (N
ew

 Y
ork: H

enry H
olt, 2004).

（
36
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ジ
ャ
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ナ
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ト
ゥ
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先
行
研
究
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し
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参
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e D
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niversity Press, 1984).
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istorical Society of W
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adison, Box 1, 

44.

（
38
）　M

eier and Rudw
ick, B

lack D
etroit and the R

ise of the U
A

W
, 178.

（
39
）　Johnson, T

o Stem
 T

his T
ide, 50.

（
40
）　Ibid, 51.

（
41
）　Ibid, 52.

（
42
）　Ibid, 51-53; M

eier and Rudw
ick, B

lack D
etroit and the R

ise of the U
A

W
, 

180.

（
43
）　W

eaver, N
egro L

abor, 63.

（
44
）　D

illard, F
aith in the C

ity, 137; M
eier and Rudw

ick, B
lack D
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リ
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